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「ファミサポ」があなたの子育てを応援します

十日町市ファミリー・サポート・センターの紹介

● ● ● ● ●問合せ：子育て支援課子育て支援係☎757-3193
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P24各種相談・休日救急医

　のようなサービスがあるの

・保育園・幼稚園、小学校の送り迎え

・未就園児や児童の登園・登校時間外の預かり　など

※センターに登録している子育て経験者などの提供会員

（以下「提供者」）によるサービスです

【注意点】

・預かる場所は、保護者と相談の上で設定します

・提供者は、子どもの年齢や生活の状況などに応じて、

事務局が紹介します

・宿泊を伴う利用、病児・病後児の利用はできません

・送迎の交通費や預かり時の食費は、依頼者の負担です

ど

　のような人が利用できるの

　おおむね６か月から小学校６年生までのお子さんがい

る人（里帰り出産など、住民登録をしていない人も登録

できます）

ど

　の他

　サービスを依頼する会員とは別

に、提供する会員を随時募集して

います。

そ

　用の流れ利

十 日 町 市 フ ァ ミ

リー・サポート・セ

ンター（子育て支援

センターくるる内☎

757-1008）

会員登録・申し込み先

　「ファミリー・サポート・センター」は、

子育て期間中の急な用事など、「ちょっ

と子どもを預かってほしい。けれど、周

りに頼れる人がいない」という人などに

対し、お子さんを預かってくれる人を紹

介しています。ぜひ利用してください。

　用料金利
利用区分 料金

月〜金曜日、午前７時〜午後７時 １時間当たり700円

上記以外の曜日と時間、祝日、年末年始 １時間当たり800円

※１時間未満の利用は１時間とみなし、以降30分単位で料金を計算します
※キャンセルしたときは、別途、キャンセル料が生じます
※MEGO3カードの所持者には利用の優遇があります

①会員登録＝初回利用のみ。２回

目以降は不要

②事前打ち合せ＝依頼者と提供予

定者の顔合わせなど

③利用依頼＝利用したいとき、あ

らかじめ電話などで内容を事務

局に伝えます

④利用当日＝利用終了後、依頼者

と提供者とで料金を精算します
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新たな時代にあった行政改革を進めています

第２次重点改革プランの取組み報告

● ● ● ● ●問合せ：総務課市役所改革推進係☎757-9787

　
市
で
は
、
新
た
な
行
政
創
造
の
具
体
的
な
実
施
計
画
と
し
て
第
２
次
重
点

改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
平
成
23
年
度
か
ら
の
５
年
計
画
で
、
新
し
い
時
代

の
ま
ち
づ
く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
計
画
の
３
年
目
が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
取
組
み
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
本
庁
舎
・

各
支
所
・
各
公
民
館
配
置
の
「
25
年
度
実
績
報
告
書
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

①
事
務
・
事
業
の
見
直
し
＝
成
果
重

視
の
視
点
で
事
務
・
事
業
を
見
直

し
、
効
率
実
施
に
努
め
ま
す
。

②
組
織
・
機
構
の
見
直
し
＝
関
連
す

る
組
織
の
一
元
化
や
横
断
的
な
連

携
を
強
化
し
ま
す
。

③
民
間
活
力
の
導
入
＝
費
用
対
効
果

な
ど
を
検
討
し
、
民
間
活
力
を
積

極
的
に
導
入
し
ま
す
。

④
職
員
の
意
識
改
革
と
人
材
育
成
＝

新
た
な
行
政
課
題
に
挑
戦
す
る
職

員
へ
の
意
識
改
革
を
図
り
ま
す
。

⑤
定
員
の
適
正
化
＝
早
期
に
人
口
規

模
に
見
合
っ
た
職
員
数
へ
削
減
し

ま
す
。

⑥
電
子
自
治
体
の
推
進
＝
電
子
自
治

体
へ
の
取
組
み
を
推
進
し
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

⑦
計
画
的
な
財
政
運
営
＝
財
政
状
況

を
分
か
り
や
す
く
公
表
し
、
計
画

的
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

⑧
総
人
件
費
の
抑
制
＝
総
人
件
費
の

抑
制
に
努
め
ま
す
。

⑨
経
費
の
削
減
＝
経
営
の
視
点
に

立
っ
た
コ
ス
ト
意
識
で
経
常
的
な

経
費
の
削
減
に
努
め
ま
す
。

⑩
自
主
財
源
の
確
保
＝
市
税
な
ど
の

収
納
率
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
自
主
財
源
を
生
み
出
す
努
力

を
し
ま
す
。

⑪
地
方
公
営
企
業
や
第
三
セ
ク
タ
ー

の
経
営
健
全
化
＝
地
方
公
営
企
業

に
つ
い
て
は
財
務
体
質
の
改
善
に

努
め
、
第
三
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て

は
経
営
の
健
全
化
に
努
め
ま
す
。

⑫
市
民
の
参
画
と
協
働
の
推
進
＝
市

民
の
声
を
市
の
施
策
に
反
映
す
る

と
と
も
に
、
市
民
団
体
な
ど
の
活

動
の
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

⑬
情
報
の
共
有
化
の
推
進
＝
行
政
情

報
を
積
極
的
に
市
民
に
公
開
し
て

い
き
ま
す
。

⑭
地
域
支
援
の
充
実
＝
地
域
の
課
題

解
決
や
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
け
る
よ

う
、
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

取組み
状況

平成24年度 平成25年度

項目 割合 項目 割合 主な該当項目

完　了 3 3.1% 6 6.2%
●保育所給食調理業務の民間委託の推進①保育所（子育て支援課）●
指定管理者制度導入の検討（生涯学習課）　●上下水道料金徴収業務
および開閉栓業務の民間委託の検討・実施（上下水道局）

前倒し 3 3.1% 6 6.2%
●国機関への派遣研修の実施（総務課）　●ふるさと寄附金制度のＰ
Ｒ強化（企画政策課）　●第三セクター経営状況の検証、改革の推進
③㈱なかさと（中里支所地域振興課）

順　調 33 34.4% 26 27.1%

●給食単独調理校のセンター化（学校教育課）●保育所給食・学校給
食調理業務の民間委託の推進②学校（学校教育課）　●定員適正化計
画の進捗管理（総務課）　●市税などの収納率の向上①市税②国保税

（税務課）●第三セクター経営状況の検証、改革の推進①クロステン（産
業政策課）ほか

実施中 37 38.6% 40 41.7%

●学校規模の適正化・耐震化（教育総務課）　●財政健全化判断比率の
適正化（財政課）　●公会計改革の推進（財政課）　●市税などの収納
率の向上③介護保険料（福祉課）　●市税などの収納率の向上④保育料

（子育て支援課）　●パブリックコメントの活用（企画政策課）ほか

遅　れ 20 20.8% 18 18.8%

●集落センターなど集会施設の民営化（建設課、川西・松代支所）　
●指定管理者制度導入の検討（中里・松之山支所）　●電子化推進計
画の策定（総務課）　●有料広告の掲載（スポーツ振興課、中央公民館）  
ほか

未着手 0 0% 0 0% なし

■成果額がプラスの項目  計9億9,614万円（前年比2億7,292万円増）

成果額 主な取組み項目

5億620万円 定員適正化計画の進捗管理（総務課）

5,295万円 ふるさと寄附金制度のＰＲ強化（企画政策課）

1億764万円 市税などの収納率の向上①市税（税務課）

5,197万円 市税などの収納率の向上②国保税（税務課）

4,116万円 第三セクター経営状況の検証、改革の推進③㈱なかさと（中里支所）

3,139万円 下水道水洗化率の向上（上下水道局）

2億483万円 その他（21項目）

■成果額がマイナスの項目  計△779万円（前年比427万円 マイナス額の増加）

成果額 取組み項目

△607万円 第三セクター経営状況の検証、改革の推進（川西・松代・松之山支所）

△60万円 市税などの収納率の向上⑤住宅使用料（都市計画課）

△112万円 市税などの収納率の向上⑥奨学金（教育総務課）

■成果額がゼロの項目  計13項目（前年同数）

主な取組み項目

●集落センターなど集会施設の民営化（農林課、企画政策課、建設課、川西・松代・松之山支所）
●指定管理者制度導入の検討（スポーツ振興課、中里・松之山支所）
●有料広告の掲載②施設壁面広告など（スポーツ振興課、中央公民館）ほか

実施計画の取組み状況　▶▶全体の81.2％の項目で着実に改革に取り組んでいます

　計画に対する25年度末の取組み状況を「完了」「前倒し」「順調」「実施中」「遅れ」「未着手」の６区分

に分類して評価しています。

実施計画の成果額　▶▶25年度の成果額は9億8,834万円（前年比2億6,864万円増）　　

　成果額は全96項目のうち成果額が算定できる45項目について算定しました。

改
革
の
重
点
取
組
み
項
目
（
概
要
）

項目

平成
24年度

平成25年度

達成率 達成率
項目
数

0% 1-29%
30-
49%

50-
79%

80-
99%

100% 

①事務・事業の見直し 35.7％ 48.9％ 8 2 1 4 1

②組織・機構の見直し 20.0％ 24.4％ 3 1 2

③民間活力の導入 33.1％ 42.8％ 17 7 1 2 1 2 4

④職員の意識改革と人材育成 75.8％ 82.5％ 8 2 6

⑤定員の適正化 26.1％ 41.1％ 2 1 1

⑥電子自治体の推進 50.0％ 56.8％ 6 1 1 2 2

⑦計画的な財政運営 76.3％ 80.3％ 8 8

⑧総人件費の抑制 86.7％ 86.7％ 3 2 1

⑨経費の削減 64.2％ 80.3％ 7 1 2 1 3

⑩自主財源の確保 60.7％ 49.9％ 11 4 1 2 1 3

⑪地方公営企業や第三セクターの経営健全化 67.4％ 64.8％ 12 3 1 1 1 6

⑫市民の参画と協働の推進 68.5％ 72.6％ 4 1 1 2

⑬情報の共有化の推進 87.9％ 83.7％ 5 1 2 2

⑭地域支援の充実 39.3％ 39.3％ 2 1 1

全体（下段は構成割合） 56.8％ 61.0％ 96
16 6 12 14 19 29

16.6% 6.3% 12.5% 14.6% 19.8% 30.2%

実施計画の達成率　▶▶全体の達成率は61.0％（前年比4.2ポイント増）

　計画に対する25年度末の達成率を評価しました。

※平成25年度の実績報告書から、目標値を越えた達成があったときは100％を上限とし、また、削減目標に対して逆に増加したとき
などはマイナスとなりますが、達成率を０％としました

※達成率は目標値に対する達成の状況を示しているため、例えば事業の実施が期間の後半に設定されているため、「達成率が０％」
であっても、計画どおりとしている項目があります
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十日町市と十日町地域広域事務組合の人事行政事情をお知らせします

人事行政事情のお知らせ

● ● ● ● ●問合せはそれぞれ記載

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

⑴勤務時間

　全職員について、労働基準法の限度内である１日７時間45分、１週間38時間45分となってい

ます。

※一部職場によっては時間差勤務を行っています

１週間の正規
の勤務時間

１ 日 の 正 規 の 勤 務 時 間
開始時間 終了時間 休憩時間

38時間45分 ７時間45分 午前８時30分 午後５時15分 正午〜午後１時

⑶特別休暇の導入

　特別休暇は、結婚、出産、お悔やみ、その

ほか特別な事情により勤務しないことが相当

なときに、条例の定めるところにより与えら

れる休暇です。（有給）

⑵年次有給休暇の取得

　（平成25年１月１日〜12月31日）

　年次有給休暇は、１年ごとに20日付与さ

れ、20日を超えない範囲内の残日数は、翌

年に繰り越すことができます。

※対象＝市長部局に在職する一般職員

総取得日数 全対象職員数 平均取得日数
3,701日 406人 9.1日

⑷介護休暇の取得

　介護休暇は、職員の家族を介護するため勤

務しないことが相当なときに、条例の定める

ところにより６か月以内の期間で与えられる

休暇です。（無給）

取得職員数 ０人

取得職員数 9人

⑸育児休業の取得

　育児休業は、法律および条例の定めるとこ

ろにより、職員が３歳に満たない子を養育す

る必要があるときに休業できる制度です。（無

給）

　「十日町市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」

に基づき、平成25年度の状況を公表します。なお、公表項目

の職員給与に関しては、平成25年12月25日号の市報に掲載

しました。

●問合せ：総務課人事係☎757-9787

任免の状況

　平成25年度（平成25年

４ 月 １ 日 ～ 26年 ３ 月31

日）の状況は、全体で退職

者44人、採用者16人とな

っています。

①退職者

区　　分 人　数
定 年 退 職 22人
勧 奨 退 職 12人
普 通 退 職 5人
そ の 他 5人
合 計 44人

②採用者

区　　分 人　数
上 級 8人
中 級 5人
初 級 0人
教 育 職 員 1人
そ の 他 2人
合 計 16人

職員数に関する状況

　平成23年６月に第２次定員適正化計画を策定し、平成23年度から28年度までの５年間で職員数

を101人削減し、500人にする目標を定めました。

　なお、削減は、その効果を早期に得るために、期間前半に重点的に取り組むこととします。

区　分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 計
職員数 601人 568人 546人 518人 503人 500人
増　減 △33 △22 △28 △15 △3 △101

「まちなか」があなたの活動を盛り上げます

まちなかにぎわい通信⑩

● ● ● ● ●問合せ：中心市街地活性化推進室☎757-3691

　誰でも利用できる無料休憩所で

す。屋外の掲示板には、中心市街

地エリアの不動産情報を掲示して

います。また、飲食店案内所とし

て各店の情報も取り扱っていま

す。まちなかの情報収集にも「ま

ちのす」をご利用ください。

　けんこつ体操やキックボクシング、手織り教室などさまざまな

団体の活動や展示発表の場として利用されています。活動に合っ

た使い方ができます。

※各種イベント期間中の利用は相談してください

　「とおかまち逸品会」は、お客様に

愛されるお店づくりを目指して活動し

ている市内の商店の集まりです。参加

しているお店には、「これを買うなら

この店」「この分野ならどこにも負け

ない」などナンバーワンを誇れるもの

がたくさんあります。そのナンバーワンを集めて紹介す

ることがこの「N
ナンバーワン

o.1プロジェクト」です。昨年に続き、

第２回目が12月初旬に発表されます。「十日町にもこん

なお店があったんだ」「いいお店が近くにあった」など

と感じることができるはずです。

　中心市街地の活性化のためには、個々のお店の活性化

も欠かせません。NPO法人にぎわいは、こうしたお店

の活性化に向けて取組む団体に協力していきます。

ニュース
1

ニュース
2

まちなかのスペースをぜひ利用してください

にぎわいをつくる団体を支援します

▶無料休憩所 ● まちなかにぎわいステーション「まちのす」（本町３）

▶貸スペース ● ふらっとステーション（本町２）

▶とおかまち逸品会「N
ナンバーワン

o.1プロジェクト」

※NPO法人にぎわいは、「日本一楽しい街をつくろ
う！」を合言葉に、「まちなかを元気にしたい」
という思いを持った人たちが集まったグループ
で、市の中心市街地整備推進機構として指定され
ています

　10月18日㈯、「花と緑のプロジェ

クト」の講演会が開催されました。

NHK「趣味の園芸」に出演している

「トミー」こと富山昌克さん（園芸

研究家）を講師に迎え、園芸パフォー

マンスを含む講演は多くの観客を楽

しませました。

このコーナーはNPO法人にぎわいがお伝えします

特定非営利活動法人にぎわい

☎761-7230

電子メール：info@nigiwai.biz

1

2

3

十日町市

まちなか不動産情報の掲示 飲食店案内所

ふらっとステーション室内の様子

にぎわい
トピックス
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職員の研修および勤務成績の評定の状況

⑵勤務成績の評定

　職員の人材育成および業務効率の向上を目

的として、定期的（年２回、１月と７月）に

勤務成績の評価を行っています。

⑴職員の研修

　職員は、公務の基礎知識から高度な行政運

営までの能力を養うため、新潟県市町村総合

事務組合などが行う研修を受講しています。

平成25年度は延べ796人が研修に参加しま

した。

職員の分限および懲戒処分の状況

⑴分限処分

　分限処分とは、法律に定められた事由に該

当したときに、職員の意に反してその身分に

不利益な変動をもたらす処分のことをいい、

地方公務員法第28条に規定されています。

　分限処分には、降任・免職・休職・降給の

４種類があります。

※人数は延べ人数です

降　任 免　職 休　職 降　給 合　計
０人 ０人 28人 ０人 28人

分限処分者数

⑵懲戒処分

　懲戒処分とは、任命権者が職員の一定の義

務違反に対して、その責任を追及して行う行

政上の不利益処分のことをいい、地方公務員

法第29条に規定されています。

　懲戒処分には、免職・停職・減給・戒告の

４種類があります。

免　職 停　職 減　給 戒　告 合　計
１人 ０人 ０人 ０人 １人

懲戒処分者数

職員の福祉および利益の保護の状況

⑴厚生計画 ⑵公務災害など

区分 事　　業　　名 事　　業　　内　　容

厚生
制度

定期健康診断 定期健康診断および事後指導など
人間ドック 人間ドック受診の推進および事後指導など
メンタルヘルス研修会 メンタルヘルス対策の研修会

共済
制度

短期給付 保険給付（医療保険）、休業給付など
長期給付 退職共済年金、障害共済年金、遺族共済年金など
福祉事業 貸付事業、保健事業、宿泊施設運営など

認 定 請 求 の 状 況

公務災害 通勤災害

４件 ０件

十日町
地域広域
事務組合

任免の状況

　平成25年度（平成25年

４ 月 １ 日 ～ 26年 ３ 月31

日）の状況は、全体で退職

者３人、採用者３人となっ

ています。

①退職者

区　　分 人　数
定 年 退 職 ０人
勧 奨 退 職 １人
普 通 退 職 ２人
そ の 他 ０人
合 計 ３人

②採用者

区　　分 人　数
消 防 士 上 級 ０人　　

消 防 士 初 級 ３人　　

そ の 他 ０人　　

合　　　　 計 ３人　　

　「十日町地域広域事務組合人事行政の運

営等の状況の公表に関する条例」に基づ

き、平成25年度の状況を公表します。な

お、公表項目の職員給与に関しては、平成

25年12月25日号の市報に掲載しました。

　　　●問合せ：十日町地域広域事務組合

　　　　　　　　　　  総務課☎757-1556

※消防職の交替制勤務職員は１当務あたり15時間30分であり、３交替制でローテーション勤務となっています

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

⑴勤務時間

 全職員について、労働基準法の限度内である１日７時間45分、１週間38時間45分となってい

ます。

１週間の正規
の勤務時間

１ 日 の 正 規 の 勤 務 時 間
開始時間 終了時間 休憩時間

38時間45分 ７時間45分 午前８時30分 午後５時15分 正午〜午後１時

⑵年次有給休暇の取得

　（平成25年１月１日〜12月31日）

　年次有給休暇は、１年ごとに20日付与さ

れ、20日を超えない範囲内の残日数は、翌

年に繰り越すことができます。

※９か月以上在職した職員を集計

総取得日数 全対象職員数 平均取得日数
1,202日 119人 10.1日

⑷介護休暇の取得

　介護休暇は、職員の家族を介護するため勤

務しないことが相当なときに、条例の定める

ところにより６か月以内の期間で与えられる

休暇です。（無給）

取得職員数 ０人

⑶特別休暇の導入

　特別休暇は、結婚、出産、お悔やみ、その

ほか特別な事情により勤務しないことが相当

なときに、条例の定めるところにより与えら

れる休暇です。（有給）

取得職員数 ２人

⑸育児休業の取得

　育児休業は、法律および条例の定めるとこ

ろにより、職員が３歳に満たない子を養育す

る必要があるときに休業できる制度です。（無

給）

職員の分限および懲戒処分の状況

⑴分限処分

　分限処分とは、法律に定められた事由に該

当したときに、職員の意に反してその身分に

不利益な変動をもたらす処分のことをいい、

地方公務員法第28条に規定されています。

　分限処分には、降任・免職・休職・降給の

４種類があります。

※人数は延べ人数です

降　任 免　職 休　職 降　給 合　計
０人 ０人 ２人 ０人 ２人

分限処分者数

⑵懲戒処分

　懲戒処分とは、任命権者が職員の一定の義

務違反に対して、その責任を追及して行う行

政上の不利益処分のことをいい、地方公務員

法第29条に規定されています。

　懲戒処分には、免職・停職・減給・戒告の

４種類があります。

免　職 停　職 減　給 戒　告 合　計
０人 ０人 ０人 ０人 ０人

懲戒処分者数

職員の研修および勤務成績の評定の状況

⑵勤務成績の評定

　職員の人材育成および業務効率を増進させ

ることを目的として、定期的（年２回、１月

と７月）に勤務成績の評価を行っています。

⑴職員の研修

　職員は、消防救急技術を養うため、新潟県

消防学校などが行っている研修を受講してい

ます。平成25年度は18人が各種研修に参加

しました。

職員の福祉および利益の保護の状況

⑴厚生計画 ⑵公務災害など

区分 事　　業　　名 事　　業　　内　　容

厚生
制度

定期健康診断 定期健康診断および事後指導など
人間ドック 人間ドック受診の推進および事後指導など
メンタルヘルス研修会 メンタルヘルス対策の研修会

共済
制度

短期給付 保険給付（医療保険）、休業給付など
長期給付 退職共済年金、障害共済年金、遺族共済年金など
福祉事業 貸付事業、保健事業、宿泊施設運営など

認 定 請 求 の 状 況

公務災害 通勤災害

２件 ０件

4

4

3

2

5

5

6

1
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一人ひとりの声が市政をより良くします

市長への便りの紹介

● ● ● ● ●問合せ：企画政策課秘書係☎757-3111

　市では、市民一人ひとりの声を市政に生かすため、「市長への便り」を実施しています。昨年９月から

今年の８月末日まで153通の便りが寄せられました。その中からいくつかを要約して紹介します。市長へ

の便りは市ホームページにも内容を抜粋して掲載しています。

▼
近
所
の
お
店
が
閉
店
し
た
た

め
�
買
い
物
に
困
っ
て
い
る
�

（
80
代
の
女
性
よ
り
）

　
市
が
行
う
高
齢
者
へ
の
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
「
家
事
型
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
」が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
高
齢
者
の
日
常
生
活
に

必
要
な
家
事
を
お
手
伝
い
す
る
も

の
で
、
生
活
必
需
品
の
買
い
物
も

サ
ー
ビ
ス
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
の
10
月
よ
り
「
高
齢

者
安
心
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
も
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、

高
齢
者
の
買
い
物
な
ど
の
日
常
生

活
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が

お
手
伝
い
す
る
も
の
で
す
。
会
員

登
録
を
す
る
と
利
用
で
き
ま
す
の

で
、
市
役
所
の
担
当
窓
口
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
耕
作
し
て
い
な
い
田
畑
で
�
薬

草
な
ど
を
育
て
る
こ
と
に
対
す

る
支
援
は
な
い
の
で
し
�
う

か
�

　
新
た
な
作
物
づ
く
り
へ
の
挑
戦

や
、
耕
作
さ
れ
な
く
な
っ
た
田
畑

を
再
生
す
る
こ
と
は
、
市
の
農
業

振
興
に
と
っ
て
重
要
な
取
組
み
で

す
。
市
で
は
、
に
ん
じ
ん
や
か
ぼ

ち
ゃ
な
ど
を
重
点
振
興
作
物
と
定

め
て
、
栽
培
支
援
を
し
て
い
ま
す

が
、
薬
草
に
つ
い
て
は
市
内
で
栽

培
し
て
い
る
人
が
少
な
い
こ
と
も

あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
具
体
的
な
支

援
策
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な

が
ら
、薬
草
は
漢
方
薬
を
は
じ
め
、

食
品
や
化
粧
品
な
ど
に
幅
広
く
使

わ
れ
、現
代
の
健
康
志
向
に
伴
い
、

今
後
の
需
要
の
伸
び
が
期
待
さ
れ

る
分
野
で
す
。
市
内
の
薬
草
栽
培

の
実
態
や
可
能
性
、
そ
し
て
国
の

動
向
を
見
極
め
な
が
ら
、
薬
草
栽

培
へ
の
支
援
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
嘱
託
員
の
配
布
物
を
な
る
べ
く

減
ら
し
て
ほ
し
い
�

　
市
で
は
、
月
２
回
の
文
書
発
送

日
を
設
け
て
、
市
や
関
係
団
体
な

ど
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
お
願
い
を

配
布
し
て
い
ま
す
。
配
布
回
数
を

減
ら
し
た
場
合
、
必
要
な
情
報
や

身
近
な
話
題
が
市
民
の
皆
さ
ん
に

届
き
に
く
く
な
り
、
臨
時
の
文
書

配
布
の
お
願
い
が
多
く
な
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
に
よ
る
情
報
提

供
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、
現
状
の

情
報
伝
達
手
段
と
し
て
は
、
配
布

や
回
覧
文
書
に
頼
る
こ
と
が
多
い

た
め
、
す
ぐ
に
回
数
を
減
ら
す
こ

と
は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
の
お
手
元

に
配
布
物
が
届
く
の
も
、
嘱
託
員

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
た
ま
も
の

で
あ
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

▼
市
役
所
本
庁
舎
に
土
・
日
曜
日
�

祝
日
用
の
投
函
ポ
ス
ト
を
設
置

し
て
ほ
し
い
�

　
現
在
、
市
役
所
本
庁
舎
に
は
ポ

ス
ト
を
設
置
し
て
い
ま
せ
ん
。
平

日
の
時
間
外
や
土
・
日
曜
日
、
祝

日
は
、
市
役
所
本
庁
舎
裏
側
の
当

直
室
に
て
当
直
が
受
け
取
り
を
し

て
い
ま
す
。
市
役
所
に
届
く
文
書

は
、
個
人
情
報
な
ど
の
重
要
な
情

報
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
、ポ
ス
ト
を
設
置
し
た
場
合
に
、

万
が
一
紛
失
や
盗
難
な
ど
が
あ
り

ま
す
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
皆
さ
ん
に

ご
迷
惑
が
か
か
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
土
・
日
曜
日
、

祝
日
の
文
書
の
お
届
け
は
、
今
後

も
当
直
室
で
の
確
実
な
受
け
取
り

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
道
路
除
雪
後
に
圧
雪
が
残
っ
て

い
る
と
�
凍
っ
て
歩
行
者
が
危

険
だ
と
思
う
�

　
ご
指
摘
の
と
お
り
圧
雪
状
態
は

歩
行
者
に
と
っ
て
危
険
な
た
め
、

市
内
の
除
雪
業
者
も
雪
を
残
さ
な

い
よ
う
に
注
意
を
し
な
が
ら
作
業

を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
道
路

に
は
下
水
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル
や
水

道
弁
の
ふ
た
、
そ
の
他
の
構
造
物

が
あ
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
壊
さ
な

い
よ
う
に
除
雪
を
す
る
と
、
ど
う

し
て
も
雪
が
残
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

歩
行
者
の
安
全
性
を
確
保
す
る
必

要
も
あ
り
ま
す
の
で
、
除
雪
業
者

0
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■ 人数

※未記入・不明を除く

【平成25年度便りの年齢別数】

Q どの年代からの便りが多いの？

【平成25年度便りの分野別数ベスト10】

0

観光交流

除雪・克雪

道路・公園

高齢者・障がい者

公共施設

組織・職員

文化・スポーツ

子育て

生活交通

学校教育

5 10 15 20

■ 件数■ 件数

18

17

9

8

6

6

5

5

5

4

【その他の分野】
環境衛生、病院問題、生涯学習、災害対応、中心市街地活性化、新
エネルギー、上下水道、農業、産業振興・雇用対策、税務　など

Q どんな便りが多いの？
に
対
し
て
は
、
な
る
べ
く
圧
雪
に

な
ら
な
い
よ
う
な
作
業
を
す
る
よ

う
に
再
度
指
導
し
ま
す
。

▼
催
し
な
ど
を
市
報
掲
載
す
る
た

め
の
基
準
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
で
し
�
う
か
？

　
市
報
「
お
知
ら
せ
・
ガ
イ
ド
」

へ
の
掲
載
に
つ
い
て
は
、
市
民
や

市
民
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
依
頼
に
対

し
て
、
次
の
基
準
に
よ
り
掲
載
の

可
否
を
判
断
し
て
い
ま
す
。

①
多
く
の
市
民
が
対
象
で
あ
り
、

市
民
の
利
益
に
な
る
こ
と

②
市
が
進
め
る
施
策
や
そ
の
方
針

に
反
し
な
い
こ
と
　

③
特
定
の
宗
教
や
政
治
団
体
を
宣

伝
す
る
も
の
で
な
い
も
の

④
公
序
良
俗
に
反
し
な
い
こ
と

⑤
営
利
目
的
で
な
い
こ
と

　
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
掲
載
依

頼
に
は
、
こ
の
判
断
基
準
に
沿
い

な
が
ら
も
、
可
能
な
限
り
お
応
え

で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
掲
載
を
お
考
え
の
際
は
担

当
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

便りを
出す際の
お願い

今年の８月末日まで153通の便りが寄せられました。その中からいくつかを要約して紹介します。市長へ

▼
耕
作
し
て
い
な
い
田
畑
で
�
薬

草
な
ど
を
育
て
る
こ
と
に
対
す

動
向
を
見
極
め
な
が
ら
、
薬
草
栽

培
へ
の
支
援
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

・
市
の
発
展
の
た
め
の
ご
意

見
・
ご
提
案
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

・
誹
謗
・
中
傷
の
内
容
に
対
し

て
は
回
答
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
事
務
内
容
な
ど
の
単
純

な
問
い
合
わ
せ
は
、
直
接
担

当
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

・
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
・
年

齢
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
記
入
が
な
い
と
き
は
、

お
返
事
で
き
ま
せ
ん
。

・
便
り
は
、
年
に
3
回
市
報
に

折
り
込
む
ほ
か
、
本
庁
舎
・

分
庁
舎
・
各
支
所
・
各
公
民

館
に
配
置
し
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
電
子
申
請
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談
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草
原
の
歌
、
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス

ト
ほ
か

●
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
先
＝
イ
ト

ー
楽
器
・
中
央
公
民
館

問
保
坂
（
☎
０
９
０

｜

８
８
７
６

｜

８
７
１
１
）

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
体
験
会

今
話
題
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
に
さ
わ
っ
て
み
よ
う
！

　
画
面
を
直
接
指
で
触
っ
て
操
作

す
る
小
型
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

「
タ
ブ
レ
ッ
ト
」
を
ま
だ
使
っ
た

こ
と
が
な
い
人
の
た
め
の
体
験
会

で
す
。

日
12
月
10
日
㈬
・
12
日
㈮
午
前
10

時
～
正
午
、
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分
※
４
回
と
も
同
内
容

対
一
般
※
中
学
生
以
下
は
不
可

定
各
10
人

内
使
い
方
の
基
礎
か
ら
楽
し
み
方

ま
で
体
験
し
ま
す

持
筆
記
用
具

会
・
申
・
問
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
情

報
館（
☎
７
５
０

｜

５
１
０
０
、

Ｆ
７
５
０

｜

５
１
０
３
）

２
０
１
４
雪
の
華

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

日
12
月
13
日
㈯
午
後
７
時
※
開
場

６
時
30
分

会
十
日
町
教
会
礼
拝
堂

￥
千
円
（
当
日
１
２
０
０
円
）
※

中
学
生
以
下
無
料

●
出
演
＝
雪
の
華
（
特
別
ゲ
ス

ト

：

蘭
燃
）

●
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
先
＝
中
央

公
民
館
・
朝
日
堂
・
サ
ウ
ン
ド

エ
ー
ス
・
イ
ト
ー
楽
器
・
波
輝

問
田
口
（
☎
０
９
０

｜

１
６
６
０

｜

７
１
７
１
）

動
く
マ
ル
シ
ェ
第
３
弾

ナ
ナ
シ
の
マ
ル
シ
ェ

～
ほ
く
ほ
く
列
車
の
市
～

日
12
月
14
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

３
時

会
ほ
く
ほ
く
線
十
日
町
駅
※
同
六

日
町
駅
で
も
開
催

￥
無
料
※
駅
ホ
ー
ム
入
場
に
は
入

場
券
・
乗
車
券
が
必
要

内
列
車
内

：

ク
ラ
フ
ト
品
・
ナ
チ

ュ
ラ
ル
雑
貨
・
産
品
な
ど
20
店

の
販
売
や
楽
器
演
奏
、
駅
舎

内

：

パ
ン
の
市

他
十
日
町
駅
の
停
車
時
刻
は
午
前

10
時
22
分
～
11
時
46
分
、
午
後

１
時
26
分
～
40
分
（
２
回
）

問
ナ
ナ
シ
の
マ
ル
シ
ェ
事
務
局
・

田
村
（
☎
０
９
０

｜

４
９
４
３

｜

６
１
２
８
）

ほ
っ
と

ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ア

日
12
月
14
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

4
時

会
㈱
カ
ネ
タ
ケ
建
設
内（
小
黒
沢
）

他
購
入
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り

問
宮
沢（
☎
７
５
８

｜

３
３
３
２
）

平
成
26
年
度
情
報
館
主
催

第
３
期
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
講
習

　
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
製
の
オ
フ

ィ
ス
２
０
１
３
を
使
用
し
ま
す
。

【
パ
ソ
コ
ン
ゆ
っ
く
り
コ
ー
ス
】

　
ゆ
っ
く
り
学
び
た
い
人
向
け
の

コ
ー
ス
で
す
。

日
12
月
16
日
㈫
・
19
日
㈮
・
26
日

㈮
・
1
月
6
日
㈫
・
9
日
㈮
・

13
日
㈫
・
16
日
㈮
・
27
日
㈫
・

30
日
㈮
・
２
月
３
日
㈫
午
後
２

時
～
３
時
30
分
（
10
回
）

対
初
め
て
パ
ソ
コ
ン
に
触
る
人

￥
７
５
０
０
円

内
電
源
の
入
れ
方
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
楽
し
み
方
、
簡
単
な

文
書
作
成
（
演
習
と
し
て
町
内

の
案
内
文
書
な
ど
を
作
成
）

【
は
じ
め
て
の
エ
ク
セ
ル
】

日
12
月
18
日
㈭
～
２
月
12
日
㈭
の

毎
週
木
曜
日
午
後
２
時
～
３
時

日時／テーマ

１日㈪ 午後１時30分〜４時10分／こ
ども里山学会※詳細は16ページ

７日㈰ 午前10時〜午後２時30分／正
月飾り作り定10人（材料費300円）

13日㈯ 午後１時～３時／雪虫調査
（無料）

14日㈰ 午前10時～正午／あんぼ作り
（材料費300円）

21日㈰・23日㈷ 午後１時〜２時30分
／里山の生き物探険定20人

27日㈯ 午前８時30分〜11時30分／探
鳥会（無料）

●入館料＝500円、小・中・高生300円
　※市内小・中学生は無料
●参加費＝500円、小・中・高生300円
●集合場所・問キョロロ☎595-8311

※小学３年生以下は保護者同伴

 「森の学校」キョロロ
12月の里山体験プログラム

問信濃川水なしサミット実行委員会事務局（建設課内☎757-3198）

農
業
農
村
整
備
リ
レ
ー
パ
ネ
ル
展

　
十
日
町
・
津
南
地
域
の
農
業
農

村
の
整
備
状
況
や
農
業
水
利
施
設

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

日
11
月
25
日
㈫
～
12
月
1
日
㈪
午

前
９
時
30
分
～
午
後
７
時            

会
情
報
館   

問
十
日
町
地
域
振
興
局
農
業
振
興

部
（
☎
７
５
７
―
５
５
２
０
）

十
日
町
市
民
吹
奏
楽
団

第
40
回
定
期
演
奏
会

日
12
月
7
日
㈰
午
後
２
時
～
※
開

場
１
時
30
分
～

会
市
民
会
館

￥
７
０
０
円 (

当
日
８
０
０
円)

、

学
生
５
０
０
円 (

当
日
６
０
０

円)

※
小
学
生
以
下
無
料

内
元
禄
（
２
０
１
４
年
版
）、
大

30
分
（
７
回
）
※
１
月
１
日
・

22
日
は
除
く

対
は
じ
め
て
エ
ク
セ
ル
を
使
う
人

￥
５
２
５
０
円

内
グ
ラ
フ
や
表
計
算
、
住
所
録
の

作
り
方
な
ど
。
後
半
は
演
習
問

題
が
中
心

〈
共
通
〉

定
各
コ
ー
ス
先
着
18
人
※
申
し
込

み
が
５
人
以
下
の
コ
ー
ス
は
中

止
の
と
き
あ
り

会
・
申
・
問
希
望
の
コ
ー
ス
・
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
記
入
し
、
は
が
き
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
話
で
〒
９
４
８

―
０
０
７
２
西
本
町
２
丁
目
１

番
地
１
情
報
館
（
☎
７
５
０
―

５
１
０
０
、
Ｆ
７
５
０
―
５
１

０
３
）

し
め
縄
作
り
教
室

　
自
分
で
作
っ
た
し
め
縄
を
自
宅

に
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
12
月
20
日
㈯
午
後
1
時
30
分
～

3
時
30
分

対
小
学
生
以
上
の
市
民
※
小
学
３

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

￥
無
料

定
30
人

持
自
分
の
わ
ら
を
使
い
た
い
人
は

持
参

〆
12
月
16
日
㈫
※
定
員
に
満
た
な

い
と
き
は
当
日
参
加
可

会
・
申
・
問
吉
田
公
民
館
（
☎
７

５
２

｜

２
８
７
４
）

十
日
町
お
も
ち
ゃ
病
院

　
壊
れ
た
大
切
な
お
も
ち
ゃ
を
修

理
し
ま
す
。

日
12
月
20
日
㈯
・
１
月
17
日
㈯ 

・

２
月
14
日
㈯
・
３
月
21
日
㈯
午

前
10
時
～
午
後
3
時
※
受
付
2

時
ま
で

￥
原
則
無
料

会
・
問
十
日
町
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
（
十
日
町
市
社
会
福

祉
協
議
会
内
☎
７
５
０

｜

５
０

１
０
）

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

ド
ー
ム
中
里
き
☆
ら
・
ら

　
12
月
の
番
組
情
報
で
す
。

●
投
影
日
＝
毎
週
日
曜
日
午
前
11

時
～
11
時
45
分

内
定
期
番
組

：

12
月
の
星
空

　
企
画
番
組

：

太
陽
系
と
生
命
の

謎
を
探
る
！
小
惑
星
探
査
機

「
は
や
ぶ
さ
２
」

問
中
里
公
民
館
（
☎
７
６
３

｜
２

４
９
３
）

第
19
回
市
民
書
初
め
大
会

日
１
月
18
日
㈰
午
後
０
時
30
分
～

３
時
30
分
※
受
付
正
午
〜

会
ク
ロ
ス
テ
ン

￥
５
０
０
円

●
課
題
＝
自
由

〆
12
月
20
日
㈯

申
申
込
書
（
各
公
民
館
に
配
置
）

●条件＝平成27年４月１日時点で満60歳以上で、

施設管理運営する能力のある人

〆12月12日㈮

他12月19日㈮面接試験

申ハローワーク十日町（☎757-2407）

問ハローワーク十日町、妻有福祉会（☎758-2050)

職員募集 十日町市身体障がい者福祉センター施設長

物件※全て世帯用 間取り 家賃（月）戸数

十
日
町

谷内丑市営住宅
H ７年度建築

中層耐火３階建
６帖３室、DK

23,400〜
34,800円

１戸

黒沢市営住宅
※条件付きで単身可

S46年度建築
簡易耐火２階建

５帖１室、
３帖１室、DK

8,600〜
12,300円

１戸

大黒沢県営住宅
※条件付きで単身可

S46年度建築
簡易耐火２階建

６帖１室、
３帖１室、DK

9,300〜
12,200円

１戸

川
西 みのり団地

H10・H11年度建築
木造高床３階建

６帖３室、LDK 50,000円 ４戸

松
代

善宗塚住宅
S51年度建築

準層耐火３階建
６帖１室、

4.5帖２室、DK
11,800〜
17,600円

２戸

中通住宅
H ６年度建築

木造高床３階建
10帖１室、

６帖１室、LDK
19,000〜
28,300円

１戸

ハイツちとせ
H14年度建築

木造高床３階建
８帖１室、

６帖１室、LDK
50,000円 １戸

松
之
山

渋海団地
H ９年度建築

木造高床３階建
9.5帖１室、

６帖１室、LDK
32,000円 １戸

湯山団地
H10年度建築

木造高床３階建
８帖１室、

６帖２室、DK
50,000円 ２戸

湯山団地
※条件付きで単身可

H10年度建築
木造高床３階建

６帖１室、DK 40,000円 ２戸

を
公
民
館
窓
口
に
提
出

問
市
書
道
協
会
・
大
津
（
☎
０
９

０

｜

５
４
１
３

｜

６
５
８
６
）

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
募
集
期
間
＝
12
月
１
日
㈪
～
15

日
㈪

※
申
し
込
み
条
件
な
ど
の
詳
細

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
・
問
都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係

（
☎
７
５
７
―
９
９
３
５
）

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す

る
事
業
を
支
援
し
ま
す

　
男
女
共
同
参
画
推
進
を
目
的
に

開
催
す
る
講
座
や
セ
ミ
ナ
ー
に
対

し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。



催
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催
し
・
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●
事
業
期
間
＝
平
成
27
年
２
月
28

日
㈯
ま
で

対
市
内
に
住
所
も
し
く
は
活
動
の

拠
点
を
有
す
る
団
体

●
補
助
額
＝
上
限
10
万
円

●
対
象
事
業
＝
市
民
団
体
の
特
性

を
生
か
し
た
内
容
で
、
市
民
対

象
の
事
業

他
応
募
多
数
の
と
き
は
審
査
の

上
、
決
定
し
ま
す

申
・
問
所
定
の
様
式
に
記
入
の
上
、

企
画
政
策
課
協
働
推
進
係
（
☎

７
５
７

｜

３
６
９
３
、
Ｆ
７
５

２

｜

４
６
３
５
、
電
子
メ
ー
ル

t-k
ik

a
k
u
@

city
.to

k
a
m

a
ch

i.

lg
.jp

）

イ
ベ
ン
ト
・
講
習
会
の
主
催
者
募
集

　
独
身
男
女
の
出
会
い
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
企
画
・
運
営
す
る
団
体
な

ど
を
募
集
し
ま
す
。

●
事
業
期
間
＝
契
約
日
～
27
年
３

月
31
日
㈫

対
市
内
の
事
業
所
・
団
体
・
グ
ル

ー
プ

●
対
象
事
業
＝
次
を
満
た
す
独
身

男
女
が
出
会
う
た
め
の
イ
ベ
ン

ト
・
結
婚
促
進
の
た
め
の
講
習

会
な
ど

・
参
加
者
は
広
域
に
募
集
す
る
こ

と
※
市
町
村
区
域
内
な
ど
に
限

定
し
な
い

・
イ
ベ
ン
ト
開
催
は
、
参
加
者
か

ら
必
ず
負
担
金
を
徴
収
す
る
こ

と
・
飲
酒
を
主
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン

ト
で
は
な
い
こ
と
※
飲
酒
を
伴

う
と
き
は
事
前
に
協
議
が
必
要

・
市
内
で
開
催
す
る
こ
と

●
委
託
料
＝
上
限
30
万
円

申
・
問
企
画
政
策
課
協
働
推
進

係
（
☎
７
５
７

｜

３
６
９
３
、

Ｆ
７
５
２

｜

４
６
３
５
、
電

子
メ
ー
ル
　t-k

ik
a
k
u
@

city
.

to
k
a
m

a
ch

i.lg
.jp

）

12
月
の
全
血
献
血

　
12
月
は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
健
康
支
援
課
母
子
保
健
係
（
☎

７
５
７
―
９
７
５
９
）

要
援
護
世
帯
の
除
雪
費
用

を
援
助
し
ま
す

　
屋
根
の
雪
下
ろ
し
、融
雪
屋
根
、

玄
関
先
（
避
難
路
）
の
除
雪
費
用

を
援
助
し
ま
す
。

対
次
の
要
援
護
世
帯

・
高
齢
者
世
帯

：

65
歳
以
上
の
み

・
身
体
障
が
い
者
世
帯

：

世
帯
主

売却区分 所　在 土　地 見積価額 公売保証金

１ 新座甲795-2
宅地

1,916㎡
430万円 43万円

２
新座甲1186-3

　甲1188
宅地

2,071.51㎡（2筆）
377万円 38万円

３ 新座甲2937
宅地

252.27㎡
262万円 27万円

差押不動産を公売します

　市税の滞納者から差し押さえた不動産を入札

で公売します。希望する人は、下記の注意事項

を確認の上、参加してください。なお、入札前

に公売保証金の納付が必要です。

●入札日時＝12月５日㈮午後２時～２時15分

（公売保証金の納付は午後１時30分～２時）

●入札場所＝十日町保健センター（市役所隣）

●売却決定日時＝12月12日㈮午前10時

●代金納付期限＝12月12日㈮午後２時

持印鑑・身分証明書・委任状（代理人が入札す

るとき）

●注意事項

・公売に参加する人は、あらかじめ公売財産

の現況や登記簿などを確認した上で入札し

てください

・公売財産に係る位置・写真・図面などにつ

いては、税務課で閲覧することができま

す

・公売財産は市税滞納者の財産であり、市

の所有財産ではありません

・公売財産内のゴミなどの撤去は、全て買

受人が行うことになります

・滞納市税が完納されたときなど、事情に

より公売を中止するときがあります

・公売保証金は入札の前に受付で納付して

ください。なお、最高価額申込者となっ

た場合は、当該公売保証金を買受代金に

充当するため、売却決定の日まで市で保

管します

※公売物件の詳細は、市ホームページまたは

税務課窓口で確認してください

問税務課管理収納係（☎757-3113）

１ 2 3

※所在、地目、面積は登記簿のとおり

ゆずります・ゆずってください「ゆずります」

十日町市高齢者安心サービス事業
協力会員
登録説明会

№ 品物区分 詳細 希望金額

1 姿見
横40㎝×縦160㎝くらい。10年間あまり使用していない。
取りに行ける人のみ

無料

2 ベビーチェア ２～５歳くらい用。２年位使用。取りに行ける人のみ 1,000円

3 健康器具
乗馬型フィットネス機器（RODEO BOYⅡ）。平成19年頃
購入。取っ手部分が少々擦れている

2,000円

4 ランニングマシーン
約５年前に購入。ほとんど使用していない。取りに行ける
人のみ

1,000円

5 シングルベッド
つや消し黒色。マットレスはフランスベッド。約６か月使
用、組み立てが必要

無料

　市報９月25日号の募集で５点の品物が集まりました。希望する人は申し込んでください。複数

の人から希望のあった品物は、抽選で決定します。抽選は事務局で責任を持って行い、結果は12

月15日㈪までに連絡します。

　高齢者の日常の困りごとのお手伝いをしてく

れる協力会員を募集しています。サービスの概

要は市報8月25日号をご覧ください。

日／会12月２日㈫／中条公民館、４日㈭／吉

田公民館、５日㈮／川治公民館、10日㈬／

千手中央コミュニティセンター※いずれも午

後１時〜３時で随時受付

内サービスの説明や、登録後の活動範囲などの

相談にも応じます（予約不要）。その場で会

員登録も可

他十日町市社会福祉協議会本所・各支所では随

時登録を受け付けます

問十日町市社会福祉協議会（☎750-5010）

※本庁・各支所・市ホームページで品物の写真を見ることができます

●申込期間＝12月８日㈪までの午前９時～午後４時※土・日曜日、祝日を除く

申・問市消費者協会ゆずりますゆずってください事務局（産業政策課商工振興係内☎757-3139）

が
身
体
障
が
い
１
～
４
級
の
世

帯
・
母
子
世
帯

：

配
偶
者
の
い
な
い

女
子
と
義
務
教
育
終
了
前
の
児

童
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯

・
そ
の
他
要
援
護
に
準
ず
る
世
帯

●
条
件
＝
次
の
全
て
に
該
当
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
※
民
生
委
員

に
よ
る
対
象
世
帯
の
調
査
を
実

施
済
み

・
自
力
で
雪
処
理
で
き
な
い
こ
と

・
市
民
税
非
課
税
か
均
等
割
り
の

み
・
除
排
雪
を
援
助
す
る
世
帯
が
い

な
い
こ
と

・
民
生
委
員
の
報
告
に
よ
り
市
長

が
認
め
た
世
帯
で
あ
る
こ
と

・
高
齢
者
世
帯
で
雪
下
ろ
し
屋
根

の
場
合
は
、
世
帯
員
が
ほ
か
の

世
帯
（
65
歳
未
満
）
の
扶
養
親

族
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と

・
高
齢
者
世
帯
で
融
雪
屋
根
の
場

合
は
、
市
内
に
65
歳
未
満
の
子

ど
も
が
い
な
い
こ
と

●
援
助
額
＝
年
３
万
３
千
円

他
雪
処
理
券
な
ど
は
11
月
28
日
㈮

に
発
送
す
る
予
定
で
す

問
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
（
☎
７
５

７
―
９
７
５
８
）・
各
支
所
市

民
課

スマイルポイント



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

111

樋ひ

ぐ

ち口
　
悠ゆ

音の

ち
ゃ
ん

平
成
22
年
7
月
2
日
生
ま
れ
︵
写
真
左
︶

美
咲
町

金か
な
ざ
わ澤

　
眞ま

子こ

ち
ゃ
ん

平
成
24
年
10
月
3
日
生
ま
れ
︵
写
真
右
︶

千
歳
町
１

わが家のアイドル（４歳未満の幼児）募集中！
申し込み・問い合わせは企画政策課広報広
聴係☎757-3112まで

　弟の陽
は る と

翔ちゃんと仲良く自転車の
練習中です。悠音ちゃんの将来の夢
は保育園の先生。ピアノ教室で、先
生みたいに上手に弾けるようがんば
っています。

　ママのお手伝いをよくしてくれ
る優しい眞子ちゃん。食後に光

こ う し

志お
兄ちゃんに歯ブラシを届けて、一緒
に歯みがきをするのが毎日のお仕
事です。

14市報とおかまち　平成26年11月25日号

お知らせ・ガイド〆締め切り 申申し込み ＦＦＡＸ問問い合わせ他その他講講師

内内容休休館日日日時 定定員会会場 対対象者 ￥料金 持持ち物

市報とおかまち　平成26年11月25日号15

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

若
年
性
認
知
症
家
族
会
交
流
会

　
日
頃
の
悩
み
を
話
し
ま
せ
ん
か
。

日
12
月
６
日
㈯

会
十
日
町
市
身
体
障
が
い
者
福
祉

セ
ン
タ
ー

対
お
お
む
ね
40
～
65
歳
の
脳
に
病

気
の
あ
る
人
と
そ
の
家
族

定
30
人

内
実
践
報
告
「
若
年
性
認
知
症
な

ど
の
人
が
使
え
る
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
取
り
組
み
」、
茶
話
会

講
新
本
克
広
さ
ん
（
フ
ァ
ミ
ー
ル

川
西
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
相
談
員
）

他
必
要
に
応
じ
て
送
迎
し
ま
す

〆
12
月
３
日
㈬

申
・
問
福
祉
課
お
と
し
よ
り
相
談

係
（
☎
７
５
７
―
９
７
５
８
）

お
茶
に
し
よ
う
じ
ゃ
ね
ぇ
会

日
12
月
6
日
㈯
午
後
２
時
～

会
中
央
公
民
館

内
ひ
き
こ
も
り
の
心
理
と
早
期
脱

却
―
そ
の
時
親
は
⋮
―  

講
稲
垣
応
顕
さ
ん
（
上
越
教
育
大

准
教
授
）

申
・
問
フ
�
ル
ト
ネ
ッ
ト
・
関
口

（
☎
０
９
０
―
４
９
５
５
―
４

１
６
９
）

児
童
扶
養
手
当
が
一
部
改

正
さ
れ
ま
す

　
こ
れ
ま
で
、
公
的
年
金
（
遺
族

年
金
・
老
齢
年
金
・
労
災
年
金
・

遺
族
補
償
な
ど
）
を
受
給
す
る
人

は
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
26
年
12
月

以
降
は
、
年
金
額
が
児
童
扶
養
手

当
額
よ
り
低
い
分
は
、
そ
の
差
額

分
の
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
今
回
の
改
正
に
よ
り
新
た
に
手

当
を
受
け
取
れ
る
場
合

・
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
祖

父
母
な
ど
が
、
低
額
の
老
齢
年

金
を
受
給
し
て
い
る

・
父
子
家
庭
で
、
お
子
さ
ん
が
低

額
の
遺
族
厚
生
年
金
の
み
を
受

給
し
て
い
る

・
母
子
家
庭
で
、
離
婚
後
に
父
が

死
亡
し
、
お
子
さ
ん
が
低
額
の

遺
族
厚
生
年
金
の
み
を
受
給
し

て
い
る
　
な
ど

※
受
給
し
て
い
る
年
金
額
が
手

当
額
よ
り
も
低
い
か
ど
う
か

は
、
事
前
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
　

●
新
た
に
手
当
を
受
給
す
る
た
め

の
手
続
き

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た

め
に
は
申
請
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。
平
成
26
年
12
月
よ
り
前
で
あ

っ
て
も
、事
前
に
申
請
可
能
で
す
。

●
支
給
開
始
日

・
手
当
は
申
請
の
翌
月
分
か
ら
支

給
開
始
と
な
り
ま
す
。た
だ
し
、

こ
れ
ま
で
公
的
年
金
を
受
給
し

て
い
た
こ
と
に
よ
り
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
人

の
う
ち
、
平
成
26
年
12
月
1
日

に
支
給
要
件
を
満
た
し
て
い
る

人
が
、
平
成
27
年
3
月
ま
で
に

申
請
し
た
と
き
は
、
平
成
26
年

12
月
分
の
手
当
か
ら
受
給
で
き

ま
す

・
平
成
26
年
12
月
～
平
成
27
年
3

月
分
の
手
当
は
、
平
成
27
年
4

月
に
支
払
わ
れ
ま
す

申
・
問
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支

援
係（
☎
７
５
７
―
３
７
１
９
）

12
月
11
日
は
児
童
扶
養
手

当
の
定
期
支
給
日
で
す

　
８
～
11
月
分
の
手
当
を
振
り
込

み
ま
す
。
手
当
額
は
手
当
証
書
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

他
26
年
度
現
況
届
未
提
出
の
人

は
、
手
当
支
給
が
停
止
さ
れ
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

11
月
に
認
定
を
受
け
た
人
は
、

27
年
４
月
に
12
月
分
か
ら
の
手

当
を
支
給
し
ま
す

問
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

（
☎
７
５
７
―
３
７
１
９
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

﹁
十
日
町
市
い
じ
め
防
止

基
本
方
針
﹂

　「
十
日
町
市
い
じ
め
防
止
基
本

方
針
」(

案)

に
つ
い
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
広
く
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

●
募
集
期
間
＝
11
月
25
日
㈫
～
12

月
24
日
㈬
ま
で
※
必
着

《第10回》市民スポーツ大会結果
　10月13日（体育の日）を中心に、第10回市民スポーツ大会が開催され、大勢の参加者がさわやかな汗

を流しました。各競技の優勝選手・チームを紹介します。（敬称略）

大会名 種　　別 優　　勝 大会名 種　　別 優　　勝

問スポーツ振興課（☎756-5013）

2014
十日町RUN・
ラ ン リ レ ー
カ ー ニ バ ル

ち
び
�
こ

ラ
ン

小学低学年男子 佐藤めだる（鐙島ＪＳＣ）

小学低学年女子 野上美駈（鐙島ＪＳＣ）

小学高学年男子 尾身直輝（鐙島ＪＳＣ）

小学高学年女子 真霜きらら（東小）

４
×
１
０
０
ｍ

リ
レ
ー

フ ァ ミ リ ー
ナカツ（大沢花･高橋菜緒･
中沢拓斗･丸山ナツキ）

一 　 般
南中学校Ａ（池田峻･服部
拓哉･江村太一･斎藤一義）

ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
リ
レ
ー

フ ァ ミ リ ー
下条ＪＸＣ－Ａ（須藤黄河
･越生丈太郎･根津恒陽･近
藤岬）

硬式テニス
ダブルス大会

男 子 湯川宏・馬場久和

女 子 太田清美・高橋智恵子

男女混合９人制バレーボール大会 ちきんくらぶ。

第50回
市民体操大会

ジュニア男子個人総合 高野翔大（馬場小）

ジ ュ ニ ア 男 子 跳 馬 高野翔大（馬場小）

ジュニア男子タンブリング 高野翔大（馬場小）

ジュニア女子個人総合 金沢かがり（馬場小）

ジ ュ ニ ア 女 子 跳 馬 山口莉良（馬場小）

ジュニア女子タンブリング 金沢かがり（馬場小）

宮沢杯・小山杯
争奪バスケット
ボール競技会

一 般 男 子 読売巨人軍

ソフトテニス
大会

男 子 の 部 宮沢佳吾・阿部悟

女 子 の 部 佐藤輝・野上未希

学童野球大会
小 学 校 ５ 年 生 以 下 西小ファイブ

小 学 校 ６ 年 生 中里クラブJr

400歳野球大会 オールディーズ

相撲競技大会

団 体 東小学校

小 学 １ 年 生 川辺陽生 （東小）

小 学 ２ 年 生 齋木翔太 （川治小）

小 学 ３ 年 生 小海琉星（東小）

小 学 ４ 年 生 関真成（東小）

小 学 ５ 年 生 柳賢徳（松代小）

女 子 柳恵理香（松代小）

第43回
郡市柔道大会

小 学 １ ・ ２ 年 生 津端神也（津南小）

小 学 ３ ・ ４ 年 生 滝沢夏海（芦ヶ崎小）

小 学 ５ ・ ６ 年 生 池田光希（十日町小）

中 学 生 小野塚賢人（津南中）

一 般・高 校　 軽 量 西野慎（十日町市柔道会）

一 般・高 校　 重 量 金高由介（十日町市柔道会）

ソフトボール大会 水沢スターズ

第30回
ジュニアバド
ミントン大会

シ
ン
グ
ル
ス

小学３・４年生男子 藤木陽滉（ＴＪＢＣ）

小学３・４年生女子 山本心里（ＴＪＢＣ）

小学５・６年生男子 源藤友人（十日町バドミントン少年団）

小学５・６年生女子 高橋美羽（十日町バドミントン少年団）

中 学 生 男 子 岩田圭（十日町バドミントン少年団）

中 学 生 女 子 富澤歩美（ＴＪＢＣ）

ダ
ブ
ル
ス

小 学 生 男 子
源藤友人・藤木陽滉

（十日町バドミントン少年団・ＴＪＢＣ）

小 学 生 女 子
高橋美羽・野村菜菜美

（十日町バドミントン少年団）

中 学 生 男 子
岩田圭・西野澪頼

（十日町バドミントン少年団）

中 学 生 女 子
富澤歩美・竹藤理子

（ＴＪＢＣ）

秋季市民
バドミントン
大会

シ
ン
グ

ル
ス
　

男 子 Ａ 武田涼馬（十日町高）

男 子 Ｂ 春日智昭（十日町ウイング）

女 子 中沢和奏（十日町高）

ダ
ブ
ル
ス

男 子 Ａ
斉藤浩太・尾形朋也

（下条バドミントン）

男 子 Ｂ
春日智昭・押木友佑

（十日町ウイング）

女 子
 田中梢・水落奈緒

（下条バドミントン）

剣道競技大会

小 学 生 丸山太一

中 学 校 男 子 小林海斗

一 般 ・ 高 校 男 子 柳英一

一 般 ・ 高 校 女 子 五十嵐奈央

空手道競技会

小学校１・２年男女混合形 藤木娃維（中条小)

小学校３・４年男子形 岡村翼（東小)

小学校３・４年女子形 藤田涼花（西小)

小学校５・６年男子形 井口尚也（水沢小)

小学校５・６年女子形 野上結羽（中条小)

中 学 生 男 子 形 小野塚太郎（松之山中)

高 校 男 子 形 松井雄大（十日町高）

中 学・高 校 女 子 形 村山萌依（十日町高）

小学校１・２年男女混合組手 上原天馬（田沢小)

小学校３・４年男子組手 岡村翼（東小)

小学校３・４年女子組手 大見和奏（松之山小)

小学校５・６年男子組手 井口尚也（水沢小)

小学校５・６年女子組手 野上結羽（中条小)

中 学 生 男 子 組 手 柳泰生（中条中)

高 校 男 子 組 手 松井雄大（十日町高）

中 学・ 高 校 女 子 組 手 早坂美夕（十日町高）

市民ハイキング 行き先　蓼科山　参加者数50人

第10回市長杯争奪ゲートボール大会 松代

大会名 種　　別 優　　勝

第19回川西ソフトバレーボール大会 タフマン

中里テニス大会
兼高木杯

男 性 の 部 池田隆夫

女 性 の 部 池田奈央

ロ・マン24
「第24回24時間耐久リレーマラソン」

激走会

第20回
まつのやま湯
鳥駅伝大会

小 学 生 の 部 松小ダッシュ

中 学 生 の 部 ちゃちゃ

高 校・ 一 般 の 部 最強さん改

ゆ と り の 部 三省の風

第42回健康マラソン 参加者数　186人

《その他のスポーツ大会結果》
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コミュニティの発展に向けて  ｜  コミュニティ助成事業報告 ｜

　自治宝くじの助成金である平成26年度コミュニティ助成事業により、

３団体が備品の整備やイベントを行いました。この事業は、財団法人自

治総合センターが宝くじの普及広報を行うとともに、コミュニティの健

全な発展を図ることを目的に実施しているものです。 整備した備品や

イベントのチラシなどには、助成事業であることを示す宝くじ広報マー

クが表示されています。 

●伊達集落夜店の会：「親子で楽

しむ秋の収穫祭」開催

　子どもたちによる収穫体験と、

収穫物を地域住民に振る舞うイベ

ントを行いました。

●北新田町内コミュニティ促

進有志の会：子どもみこし・

祭りはんてん・宮太鼓・大

鼓台の整備

●稲葉集落会：祭礼のぼりさ

お支柱一式の整備

市
内
ス
キ
ー
場
共
通
リ
フ

ト
券
を
発
行
し
ま
す

　
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
の
競
技
力
向

上
と
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
発
掘
・
育
成

を
目
的
に
、
市
内
ス
キ
ー
場
共
通

リ
フ
ト
券
を
発
行
し
ま
す
。

●
発
行
対
象
者
＝
市
内
の
未
就
学

児
と
小
・
中
・
高
校
の
児
童
・

生
徒
、
市
内
に
住
所
を
有
し
て

い
る
市
外
の
中
・
高
校
生
徒
、

十
日
町
市
ス
キ
ー
連
合
会
加
盟

団
体
の
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
指
導

者
、
Ｓ
Ａ
Ｊ
ま
た
は
Ｓ
Ｉ
Ａ
登

録
者
で
市
内
小
・
中
・
高
校
生

の
指
導
者

●
対
象
ス
キ
ー
場
＝
上
越
国
際
ス

キ
ー
場
・
な
か
さ
と
清
津
ス
キ

ー
場
・
松
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ

ー
場
・
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場

￥
１
万
５
千
円

●
受
付
場
所
＝
市
総
合
体
育
館
、

松
代
・
松
之
山
公
民
館

〆
１
月
16
日
㈮

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
７
５
６

―
５
０
１
３
）

な
か
さ
と
ア
リ
ー
ナ
の
公
共
施

設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
運
用
開
始

　
12
月
１
日
㈪
か
ら
な
か
さ
と
ア

リ
ー
ナ
（
中
里
体
育
館
）
の
使
用

予
約
な
ど
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か

ら
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
利

用
に
は
団
体
登
録
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

問
な
か
さ
と
ア
リ
ー
ナ
（
☎
７
５

５
―
５
２
４
０
）、
中
里
公
民

館
（
☎
７
６
３
―
２
４
９
３
）

障
害
者
ス
キ
ー
会
員
募
集

　
で
き
な
い
と
思
う
前
に
、
ま
ず

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
ス
キ
ー
を

楽
し
み
、
修
練
す
る
こ
と
に
よ
り

自
分
の
可
能
性
を
確
か
め
、
積
極

的
に
社
会
活
動
に
参
加
で
き
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。
詳
細
は
問
い

合
わ
て
く
だ
さ
い
。

他
平
成
27
年
１
月
17
日
㈯
ま
た
は

18
日
㈰
、
２
月
21
日
㈯
ま
た
は

22
日
㈰
を
計
画

問
新
潟
県
身
体
障
害
者
ス
キ
ー
協

会
・
目
黒
（
☎
・
Ｆ
０
２
５
８

―
24
―
０
２
６
１
）

11
月
の
納
税
・
納
付

　
11
月
は
固
定
資
産
税
第
４
期
、

国
民
健
康
保
険
税
第
８
期
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
第
８
期
お
よ

●
資
料
の
閲
覧
場
所
＝
市
民
生
活

課
・
各
支
所
市
民
課
（
川
西
は

学
校
教
育
課
）・
各
公
民
館
・

各
市
立
学
校
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
●
意
見
の
提
出
方
法
・
問
電
子
メ

ー
ル
（t-e

d
u

-g
a
k
k
o
@

c
ity

.

to
k
a
m

a
c
h
i.lg

.jp

）
・
郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
で
、
〒
９

４
８
―
０
１
９
２
水
口
沢
12
学

校
教
育
課
（
☎
７
５
７
―
３
３

３
６
、Ｆ
７
６
８
―
３
１
６
１
）

第
12
回
こ
ど
も
里
山
学
会

　
十
日
町
市
の
自
然
や
文
化
・
く

ら
し
に
つ
い
て
、
市
内
小
中
学
校

の
児
童
・
生
徒
が
授
業
で
学
ん
だ

こ
と
や
調
査
か
ら
分
か
っ
た
成
果

を
発
表
し
ま
す
。

日
12
月
１
日
㈪
午
後
１
時
30
分
～

４
時
10
分

会
松
之
山
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

内
吉
田
小
学
校
４
年
生
「
ホ
タ
ル

が
す
め
る
貝
沢
川
を
守
ろ
う
」、

倉
俣
小
学
校
３
・
４
年
生
「
何

こ
れ
珍
百
景
～
倉
俣
～
」、
松

代
小
学
校
４
年
生
「
渋
海
川
と

そ
の
中
に
い
る
水
生
生
物
や
周

り
の
植
物
に
つ
い
て
」、
松
之

山
小
学
校
６
年
生
「
杢
坂
」、

松
之
山
中
学
校
１
年
生
「
見
つ

め
て
守
ろ
う
里
山
の
自
然
」、

松
之
山
中
学
校
３
年
生
「
松
之

山
の
く
ら
し
～
私
た
ち
に
で
き

る
地
域
づ
く
り
～
」

問
「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ
（
☎

５
９
５
―
８
３
１
１
）

十
日
町
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

第
10
回
体
育
祭

　
10
月
13
日
（
体
育
の
日
）
に
ク

ロ
ス
テ
ン
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

体
育
功
労
賞
2
人
、
優
秀
指
導
者

賞
4
人
、
特
別
賞
8
人
、
優
秀
競

技
者
賞
58
人
・
5
団
体
、
奨
励
競

技
者
賞
6
人
・
3
団
体
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

問
十
日
町
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
・
島

田
（
市
総
合
体
育
館
内
☎
７
５

２
―
４
３
７
７
）

中学生が税のことを真剣に考えました
あなたも税のこと、考えてみませんか

　十日町納税貯蓄組合連合会・十日町税務署・十日町市租税教育推

進協議会では、中学生を対象に税についての作文を募集しました。

入選結果を紹介します。（敬称略）

び
介
護
保
険
料
第
８
期
の
納
付
月

で
す
。
期
限
（
12
月
１
日
）
内
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

問
税
務
課
（
☎
７
５
７
―
３
７
２

８
）・
市
民
生
活
課
（
☎
７
５

７
―
３
７
３
５
）・
福
祉
課
（
☎

７
５
７
―
３
７
５
７
）

12
月
は
滞
納
整
理
強
化
月
間

　
市
で
は
、
市
税
滞
納
の
督
促
状

を
送
付
し
て
も
期
限
内
に
納
め
な

い
と
き
や
早
期
完
納
に
向
け
た
計

画
の
提
示
や
納
付
が
な
い
と
き

は
、公
平
性
や
税
収
確
保
の
た
め
、

厳
し
い
姿
勢
で
滞
納
処
分
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
特
に
12
月
は
滞
納

一
掃
の
た
め
、
預
貯
金
・
給
与
・

不
動
産
の
差
し
押
え
な
ど
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
早
期
の
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。
納
付
が
困
難
な
と

き
は
、
至
急
問
合
せ
先
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
夜
間
納
税

相
談
も
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。（
要

予
約
）

問
税
務
課
管
理
収
納
係
（
☎
７
５

青少年健全育成事業一般コミュニティ助成事業

●新潟県納税貯蓄組合総連合会優秀賞　

　・村山　波
な み え

絵（松代中３年）　　「私の考える『税』」

●十日町納税貯蓄組合連合会会長賞

　・吉澤　百
も も か

花（吉田中３年）　　「税について学んで」

●十日町税務署長賞

　・椎野　杏
あ ん り

梨（南中３年）　　　「税のありがたさ」

　・樋口　亜
あ

美
み

（中里中３年）　　「私たちの生活の中に」

●十日町市租税教育推進協議会十日町市長賞

　・田中　更
さら

　　（十日町中３年）　「きっと誰かの役に立つ」

●新潟県南魚沼地域振興局長賞

　・島田　もも（十日町中３年）　「税はヒーロー」　

●関東信越税理士会十日町支部長賞

　・福崎　厘
り ん か

花（吉田中３年）　　「私達の身近な税金」

●十日町納税貯蓄組合連合会優秀賞

　・大津　色
い ろ は

葉（中条中３年）　　「私が総理大臣だったら」

　・樋熊　美
み く

空（中条中３年）　　「将来のために」

　・板場　直
な お や

哉（水沢中１年）　　「わたしたちと税」

　・戸邊いつみ（松之山中３年）「身近にある税金の使い道」

問税務課（☎757-3113）
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除
雪
機
械
に
近
寄
ら
な
い

　
除
雪
作
業
を
す
る
と
き
は
必
ず
誘
導
員
を

付
け
、
そ
の
誘
導
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。
　

　
特
に
、
小
型
除
雪
機
の
事
故
が
毎
年
多
発

し
て
い
ま
す
。
雪
が
詰
ま
っ
た
と
き
に
は
必

ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
て
か
ら
取
り
除
く
な

ど
、
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

雪
お
ろ
し
に
注
意

流
雪
溝
の
正
し
い
使
い
方

●
作
業
中
は
流
雪
溝
の
ふ
た
が
開
い
て
い
る

こ
と
を
知
ら
せ
る
た
め
、
赤
い
カ
ラ
ー

コ
ー
ン
や

赤
い
旗
を

掲
示
し
て

く

だ

さ

い
。
作
業

終
了
後
は

貴
重
な
地
下
資
源

　
消
雪
パ
イ
プ
で
利
用
す
る
地
下
水
は
限
り

あ
る
資
源
で
す
。
節
水
を
心
が
け
、
い
つ
ま

で
も
利
用
し

て
い
け
る
よ

う
大
切
に
使

い

ま

し

ょ

う
。

　
冬
場
は
、危
険
な
場
所
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

危
険
箇
所
を
把
握
し
て
、
家
の
周
囲
で
の
雪

壁
崩
落
や
消
雪
池
・
流
雪
溝
へ
の
転
落
事
故

に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
落
雪
式
屋
根
の
軒
下
に
は
絶
対
に
立
ち
入

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
雪
お
ろ
し
は
、
足
元
に
十
分
注
意
す
る
な

ど
、
安
全
を
第
一
に
考
え
て
作
業
し
ま
し
ょ

う
。

　
ま
た
、
作
業
時
は
隣
接
す
る
家
屋
の
人
に

声
を
掛
け
、
お
互
い
の
状
況
に
配
慮
し
な
が

ら
協
力
し
て
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　
屋
根
雪
な
ど
の
道
路
へ
の
投
げ
捨
て
は
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
や
む
を
得
ず
道
路
に
出

す
と
き
は
、
道
路
脇
に
積
み
上
げ
る
な
ど
し

て
、
速
や
か
に
片
づ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ガ
ス
や
灯
油
の
外
部
配
管
を
傷
つ

　
気
温
が
低
く
降
雪
が
続
く
時
期
や
融
雪
期

に
は
、
雪
崩
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

雪
山
の
登
山
や
ス
キ
ー
場
な
ど
で
は
特
に
注

意
し
、
危
険
な
場
所
に
は
絶
対
に
近
づ
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
雪
崩
の
兆
候
や
危
険
な
場
所
を
見
つ
け
た

ら
、
す
ぐ
に
避
難
し
て
、
建
設
課
、
各
支
所

地
域
振
興
課
・
農
林
建
設
課
ま
た
は
地
域
振

興
局
地
域
整
備
部
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

雪
崩
に
あ
わ
な
い
た
め
に

み
ん
な
で
気
配
り
運
転

　
雪
の
降
り
初
め
は
、
交
通
事
故
が
多
発
し

ま
す
。慎
重
な
運
転
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
路
上
駐
車
は
、
除
雪
作
業
に
支
障
を
き
た

す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
運
転
者
は
、
水
は
ね
な
ど
で
歩
行
者
に
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
、
気
配
り
あ
る
運
転
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

※
降
雪
・
積

雪
状
況
に
よ

り
、
交
通
規

制
が
行
わ
れ

る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ご

理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い

し
ま
す

非
常
口
の
確
保

　
火
災
な
ど
の
緊
急
時
に
備
え
、
建
物
の
非

常
口
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。
防
火
水
槽
や
消

火
栓
も
こ
ま

め
に
除
雪
し

ま
し
ょ
う
。

危
険
な
場
所
に
近
寄
ら
な
い

ル
ー
ル
を
守
っ
て
み
ん
な
で
気
配
り
　
雪
処
理
に
注
意
と
ご
協
力
を

問
建
設
課
維
持
係
（
☎
７
５
７
―
９
９
３
２
）
ま
た
は
各
支
所
農
林
建
設
担
当

除
雪
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　
雪
の
季
節
は
、
除
雪
・
凍
結
・
雪
崩
な
ど
、
危
険
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
安
全
を
確
保
し
な
が
ら
、

ル
ー
ル
を
守
�
て
冬
を
乗
り
切
り
ま
し
�
う
。

速
や
か
に
ふ
た
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

●
転
落
防
止
の
た
め
、
投
雪
口
に
付
け
て
あ

る
十
字
枠
は
絶
対
に
外
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

●
道
路
の
中
央
に
設
置
し
て
あ
る
投
雪
口
を

利
用
す
る
と
き
は
、
必
ず
誘
導
員
を
置
い

て
く
だ
さ
い
。

●
機
械
に
よ
る
直
接
投
雪
は
や
め
て
く
だ
さ

い
。

※
河
川
へ
の
投
雪
は
水
上
が
り
の
原
因
に
な

る
の
で
や
め
て
く
だ
さ
い

け
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

７
―
３
１
１
３
）

12
月
の
休
館
日

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
㈪
、
23
日

㈷
、
29
日
㈪
～
31
日
㈬

●
千
手
中
央
コ
ミ
�
ニ
テ
�
セ
ン

タ
ー
＝
毎
週
㈫
、
29
日
㈪
～
31

日
㈬

●
情
報
館
＝
22
日
㈪
、
29
日
㈪
～

31
日
㈬

●
博
物
館
＝
毎
週
㈪
、
24
日
㈬
、

27
日
㈯
～
31
日
㈬

●
松
之
山
郷
民
俗
資
料
館
＝
休
館

●
ま
つ
だ
い
郷
土
資
料
館
＝
毎
週

㈬
、
29
日
㈪
～
31
日
㈬

●
市
総
合
体
育
館
＝
16
日
㈫
、
29

日
㈪
～
31
日
㈬

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
10
日
㈬
・

24
日
㈬
、
29
日
㈪
～
31
日
㈬

●
な
か
さ
と
ア
リ
ー
ナ
（
中
里
体

育
館
）
＝
７
日
㈫
、
29
日
㈪
～

31
日
㈬

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
㈪
、

29
日
㈪
～
31
日
㈬

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
２
日
㈫
・

９
日
㈫
・
16
日
㈫
、
24
日
㈬
～

31
日
㈬

●
キ
�
ロ
ロ
＝
２
日
㈫
・
９
日
㈫
・

16
日
㈫
・
24
日
㈬
、
26
日
㈮
～

31
日
㈬

十
日
町
・
川
西
・
松
代
地
域
の
皆
さ
ん
へ

可
燃
性
粗
大
ご
み
の
受
け

入
れ
を
停
止
し
ま
す

　
次
の
期
間
の
可
燃
性
粗
大
ご
み

の
受
け
入
れ
を
停
止
し
ま
す
。
通

常
ご
み
の
搬
入
は
可
能
で
す
。

日
12
月
3
日
㈬
～
13
日
㈯

●
対
象
物
＝
破
砕
処
理
の
必
要
な

木
材
・
家
具
・
畳
な
ど

他
資
源
物
は
、
可
能
な
限
り
ご
み

カ
レ
ン
ダ
ー
の
収
集
日
に
出
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す

問
環
境
衛
生
課
衛
生
業
務
係
（
☎

７
５
２
―
３
９
２
４
）

そ
ば
に
い
て
！

た
っ
た
２
分
の
給
油
中

　
こ
れ
か
ら
春
先
に
か
け
て
、
ホ

ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
灯
油
を
小
分
け

す
る
と
き
に
、
う
っ
か
り
ミ
ス
で

灯
油
を
流
出
さ
せ
る
事
故
が
多
発

し
ま
す
。
油
の
流
出
は
地
下
水
や

河
川
の
汚
染
原
因
に
な
り
、
周
辺

住
民
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
灯
油
を
小
分
け
に
す
る

と
き
は
、
給
油
が
終
わ
る
ま
で
目

を
離
さ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
降
雪
前
に
外
部
配
管

し
た
給
油
管
も
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
衛
生
課
環
境
企
画
係
（
☎

７
５
２
―
３
９
２
４
）

家
屋
の
取
り
壊
し
や
異
動

︵
相
続
・
売
買
な
ど
︶の
際

は
手
続
き
を

　
家
屋
の
取
り
壊
し
や
異
動
が
あ

っ
た
と
き
に
は
、
忘
れ
ず
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取

り
壊
し
た
人
、
売
買
・
贈
与
・

相
続
な
ど
で
異
動
が
あ
っ
た
未

登
記
家
屋
（
法
務
局
に
登
記
し

て
い
な
い
建
物
）
が
あ
る
人
な

ど
問
税
務
課
家
屋
資
産
税
係
（
☎
７

５
７
―
３
７
２
８
）

新
潟
県
建
設
業
就
職
合
同

説
明
会

　
建
設
業
の
企
業
約
30
社
に
よ
る

就
職
合
同
説
明
会
で
す
。

日
／
会
11
月
29
日
㈯
／
ハ
イ
ブ
長

岡
、
12
月
１
日
㈪
／
朱
鷺
メ
ッ

セ
※
い
ず
れ
も
午
後
1
時
～
4

時
30
分

対
求
職
中
の
人
、
平
成
27
年
３
月

大
学
・
専
門
学
校
・
高
校
な
ど

卒
業
予
定
者

他
申
し
込
み
不
要
、
服
装
自
由
。

両
日
と
も
1
時
か
ら
「
建
設
業

界
説
明
会
～
建
設
業
の
今
・
こ

れ
か
ら
～
」
開
催
※
20
分
程
度

問
（
一
社
）
新
潟
県
建
設
業
協
会

（
☎
０
２
５

｜

２
８
５

｜

７
１

１
１
）

11
月
2₅
日
㈫
～
12
月
₁
日

㈪
は
犯
罪
被
害
者
週
間

　
事
件
や
事
故
の
被
害
に
遭
っ
た

人
に
対
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

や
各
種
窓
口
で
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
困
っ
て
い
る
人
は
、
ま
ず

は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
相
談
先
＝
十
日
町
警
察
署
ま
た

は
市
内
交
番
・
駐
在
所
、
け
い

さ
つ
相
談
室
（
☎
０
２
５

｜

２

８
３

｜

９
１
１
０
）、
犯
罪
被

害
者
支
援
室
（
☎
０
２
５

｜

２

８
５

｜
０
１
１
０
）、
女
性
被

害
１
１
０
番
（
☎
０
２
５

｜

２

８
１

｜

７
８
９
０
）

問
十
日
町
警
察
署
（
☎
７
５
２

｜
０
１
１
０
）

12
月
４
日
㈭
～
10
日
㈬
は
人
権
週
間

特
設
人
権
相
談
所

　
ど
ん
な
小
さ
な
悩
み
で
も
一
緒

に
考
え
ま
す
の
で
、
気
軽
に
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
／
会
12
月
２
日
㈫
午
前
10
時
～

正
午
／
十
日
町
市
社
会
福
祉
協



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

一
般
向
け
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

紅白図書合戦 『女のいない男たち』『ね

じまき片想い』など、男性作家チーム

と女性作家チームで、本の貸出数を競

います。

Play back 2014『村岡花子の世界』

『青色発光ダイオード』など、2014年

に話題になった人物や出来事の本を紹

介します。

児
童
向
け

本をよんでおやすみしましょ 『よいこ

はもうねるじかん』『もりのおくでお

やすみなさい』など、おやすみ前にぴ

ったりな本を紹介します。

ジングルベル 『クリスマスのおかいも

の』『にんじゃサンタ』など、みんな

が楽しみにしているクリスマスの本を

紹介します。

●とおかまち応援寄附金＝長谷川安弘（静岡県伊

東市）、宮入紀彦（川崎市）、上村邦生（東京都

世田谷区）、関谷利子（松代）、森住恵二（埼玉

県川口市）、羽生千恵子（相模原市）、中島忠信（埼

玉県新座市）、赤荻三樹男（川崎市）、村山和徳

（埼玉県川口市）、㈱新潟メンテック（佐渡市）、

㈱共立テクノ（佐渡市）、柴栄（埼玉県桶川市）、

萬羽昭夫（和歌山市）、福原康博（千葉県市原

市）、手嶋顕久（さいたま市）、室橋浩一（長岡

市）、杉本セツ（さいたま市）、中條誠一（東京

都港区）、髙橋孝志（横浜市）、関口努（東京都

町田市）、内山勝弘（東京都世田谷区）

●情報館へ＝保坂希（田中町）、石野勝（木和田原）、

栗林鎌一（北鐙坂３）、丸山政弘（吉田山谷）、（公

社）十日町青年会議所、池田けい子（四日町中原）

●地域福祉基金寄付金＝日本生命長岡支社津南営

業部親交会

寄付ありがとう ※敬称略（10月分） 表彰おめでとうございます

押木 篤美さん（田戸・77歳）

　昭和59年に旧川西町商工会の理事

に就き、平成17年4月からは川西商

工会長として現在までの長きにわた

り、地域の商工業の発展に尽力して

います。押木さんは、「周囲の皆さ

んに恵まれ、多くの支えのなかで務

められています。地域のさらなる活

性化を望んでいます」と話しました。

県
知
事
表
彰

（
商
工
業
振
興
功
労
）

尾身 孝昭さん（高山４・61歳）

　県議会議員として20年の長きに

わたり、県および地域の発展に尽力

された功績が認められました。尾身

さんは、「『愛郷無限』を信念に取り

組んできました。今回の表彰は、支

えてくれた皆さんへのものとも思っ

ています。これからも託してもらっ

た思いを大切に活動したいです」と

意気込みました。

県
知
事
表
彰

（
県
政
功
労
）

山内 正胤さん（学校町１・70歳）

　十日町市文化協会連合会におい

て、その立ち上げから関わり、会長

や顧問を歴任するなど、文化の発展

への寄与が認められました。山内さ

んは、「文化は地域の豊かさ、心の

豊かさの象徴だと考えています。後

継者育成も含めて、今後も十日町市

の文化の発展に取り組みたいです」

と語りました。

県
知
事
表
彰

（
地
域
振
興
功
労
）

議
会
松
代
支
所
・
仙
田
体
験
交

流
館
、
３
日
㈬
午
後
１
時
～
３

時
／
吉
田
公
民
館

問
新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局

（
☎
７
５
２

｜

２
５
７
５
）

雇
っ
た
ら
入
る
の
が
、
経
営

者
の
資
格
﹁
労
働
保
険
﹂

　
労
働
者（
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
）

を
１
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
主

は
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
）
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
労
働
保
険
は
、
労
災
保

険
・
雇
用
保
険
の
各
種
給
付
金
の

ほ
か
、
事
業
主
に
支
給
さ
れ
る
助

成
金
な
ど
の
各
種
支
援
制
度
も
設

け
ら
れ
て
い
て
、
労
働
者
は
も
と

よ
り
事
業
主
に
も
必
要
な
制
度
で

す
。
ま
だ
労
働
保
険
の
加
入
手
続

き
を
し
て
い
な
い
事
業
主
は
、
管

轄
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
公

共
職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

問
新
潟
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課

（
☎
０
２
５
―
２
８
８
―
３
５

０
２
）、
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
十
日
町
（
☎
７
５
７
―
２
４

０
７
）

看
護
職
員
再
就
職
支
援
相
談
会

　
現
在
就
職
し
て
い
な
い
看
護
職

員
（
保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
・

准
看
護
師
）
の
再
就
職
を
支
援
す

る
相
談
会
で
す
。
※
事
前
予
約
制

日
12
月
16
日
㈫
午
後
2
時
～
4
時

※
1
人
30
分
程
度

内
再
就
職
・
資
格
取
得
に
向
け
た

相
談
、
病
院
な
ど
の
情
報
提
供

な
ど

会
・
申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町（
☎

７
５
７
―
２
４
０
７
）

問
新
潟
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
２
５
―
２
３
３
―
６
０
１

１
）

新
潟
県
の
雪
情
報

　
降
雪
量
予
測
情
報
な
ど
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
携
帯
サ
イ
ト
で
提
供

し
ま
す
。
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト

ッ
プ
か
ら
、
ま
た
は
「
新
潟
県
の

雪
情
報
」で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期
間
＝
12
月
１
日
㈪
～
平
成
27

年
3
月
31
日
㈫
※
1
日
2
回
更

新
（
午
前
10
時
・
午
後
4
時
）

内
県
内
37
地
点
の
気
象
情
報
な
ど

問
県
総
務
管
理
部
地
域
政
策
課
雪

対
策
室
（
☎
０
２
５
―
２
８
０

―
５
０
９
６
）

す
ま
い
給
付
金
の
お
知
ら
せ

　
今
年
４
月
の
消
費
税
８
％
へ
の

引
き
上
げ
に
伴
う
、
住
宅
取
得
の

負
担
軽
減
の
た
め
の
給
付
金
で

す
。
収
入
に
応
じ
て
、
最
大
30
万

円
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

対
消
費
税
８
％
へ
の
引
き
上
げ
後

に
住
宅
を
取
得
し
た
人
、
ま
た

は
こ
れ
か
ら
取
得
す
る
人
で
年

収
が
５
１
０
万
円
以
下
の
人

〆
引
き
渡
し
か
ら
１
年
以
内

申
・
問
す
ま
い
給
付
金
事
務
局（
☎

０
５
７
０

｜

０
６
４

｜

１
８
６

※
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

11
月
₃0
日
は
﹁
年
金
の
日
﹂

　
厚
生
労
働
省
で
は
、「
国
民
一

人
ひ
と
り
が
、
高
齢
期
の
生
活
設

計
に
思
い
を
巡
ら
し
て
い
た
だ
く

日
」
と
し
て
、
11
月
30
日
を
「
年

金
の
日
」
と
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ
ス
「
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
」
で
は
、
い
つ
で
も
自

分
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ

か
、
将
来
の
年
金
受
給
見
込
み
額

に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン

の
試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
詳
細
は
日
本
年
金
機
構
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
等
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎

０
５
７
０
―
０
５
８
―
５
５

５
）
※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電

話
で
か
け
る
と
き
は
（
☎
03

｜

６
７
０
０
―
１
１
４
４
）

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か

　
林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た

　第８回新潟出版文化賞2013年の入賞作品をパネル展示とともに紹介します。市内の

作家の本、金山有鉱（霜条）著『俳句―その芸術性』、故・池田枝月（尾崎）著『転機

わが学びの日々』もあります。

〔情報館〕12月のテーマ図書
※テーマは一部変更したり追加したりするときがあります
問情報館（☎750-5100）

が
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て

い
な
い
人
を
探
し
て
い
ま
す
。
以

前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た

が
、
林
退
共
へ
加
入
し
て
い
た
か

分
か
ら
な
い
人
に
つ
い
て
も
調
べ

ま
す
。
ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済

契
約
者
・
被
共
済
者
に
対
し
、
各

種
手
続
（
共
済
手
帳
の
紛
失
・
退

職
金
の
請
求
な
ど
）
の
必
要
が
生

じ
た
と
き
は
で
き
る
限
り
速
や
か

に
対
応
し
ま
す
の
で
、
最
寄
の
支

部
ま
た
は
本
部
へ
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

問
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
林
業

退
職
金
共
済
事
業
本
部
（
☎
03

｜

６
７
３
１

｜

２
８
８
７
）

消
費
生
活
相
談

日
月
～
金
曜
日
午
前
9
時
～
午
後

4
時
（
祝
日
・
振
休
・
年
末
年

始
を
除
く
）

対
悪
質
商
法
・
買
い
物
・
契
約
で

困
っ
て
い
る
人

他
面
接
相
談
は
要
予
約

●
相
談
・
申
・
問
市
消
費
生
活
相

談
窓
口
（
☎
７
５
７
―
３
７
４

０
）

教
育
相
談
︵
青
少
年
︶

日
月
～
金
曜
日
午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
年
末
年
始
を
除
く
）
※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
振
休
は

要
予
約

会
・
問
教
育
セ
ン
タ
ー
（
川
西
庁

舎
内
）
※
電
話
相
談
（
☎
７
５

６
―
５
０
１
０
）
や
訪
問
も
行

っ
て
い
ま
す

女
性
相
談
専
用
電
話

日
月
～
金
曜
日
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
（
祝
日
・
振
休
・

年
末
年
始
を
除
く
）

●
相
談
＝
☎
７
５
７
―
３
７
０
１

（
企
画
政
策
課
協
働
推
進
係
内
）



　活動の内容は市報平成26年４月25日号４～５ページを
参考にしてくださいのち ひびっ

ろこ ばのち ひびっ
ろこ ば

期　日 会場・受付時間

３日㈬ 千手中央コミュニティセンター
午前９時15分～11時30分

４日㈭ 松之山 子育て支援センター「にこにこ」
午前９時～11時30分

５日㈮ 松代 子育て支援センター「すくすく」
午前９時～11時30分

10日㈬ 十日町保健センター（市役所隣）
午前10時～11時30分

11日㈭

十日町 子育て支援センター「くるる」
午前10時～11時30分
中里 子育て支援センター「きらりん」
午前９時30分～11時
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12
のののの

12月
すこやかランド

日10日㈬午前10時〜11時30

分、24日㈬午前10時〜正

午（保育ルーム自由開放）
対生後４か月〜１歳未満の乳

児とその保護者
会・問中央公民館（☎757-5011）

なかよしランド

日２日㈫・９日㈫・16日㈫

午前10時〜11時
会サンクロス十日町
対未就園児とその保護者
問中央公民館（☎757-5011）

いっしょにあそぼ

日４日㈭・11日㈭・18日㈭・

25日㈭午前10時〜11時
対未就園児とその家族
会・問水沢公民館（☎758-3101）

すくすく教室

　24日㈬はクリスマスお誕

生会。
日10日㈬・17日㈬・24日㈬

午前９時30分〜 11時30分
会千手中央コミュニティセン

ター
￥24日のみ500円※プレゼ

ント・おやつ代
対未就園児とその家族
問春日（☎090-4939-7967）

橘にこにこルーム

　19日はクリスマス会。
日５日㈮・19日㈮午前９時

30分〜11時30分
会川西高齢者コミュニティセ

ンター（仁田）
対未就園児とその家族
問子育て支援センターえくぼ

（☎768-2352）

わらべっこ

「クリスマスランチ会」

　わらべっこ限定クリスマス

メニューです。

日９日㈫午前11時30分〜
会ALE（宮下町西）
￥500円、大人1,500円
問服部（☎090-6968-3110）

ぼぼっこひろば 

　遊び場を提供しています。

※おもちゃの貸し出しあり
日毎週月・水曜日午前10時

〜午後３時 
会川西福祉センター
￥無料
問川西地域振興会（☎768-

4951）

まるっとかふぇ

　旬の野菜や雑穀であったか

メニューを作ります。
日12日㈮午前10時〜
会千手中央コミュニティセン

ター
対親子※親だけでも可 
￥1,000円※材料費
他調理後はランチ会（試食）
問春日（☎090-4939-7967）

十日町おやこ劇場

「おはなしてんこもり」
日６日㈯午前10時30分〜 11

時30分
他絵本は随時貸し出します
会・問加賀書院（☎752-2114)

「わくわくキッズ（親子で英

語＆エクササイズ）」
日４日㈭・18日㈭午前10時

45分〜11時45分
会中央公民館
￥２回無料※３回目から300円
持着替え・飲み物
問丸山（☎090-2548-0507）

おはなしの会「ふきのとう」

日20日㈯午前10時〜11時
対乳幼児〜小学３年生くらい
会・問千手中央コミュニティ

センター（☎768-2308）

おはなしひろば

日13日㈯午前10時〜
対幼児〜小学校３年生くらい
会・問中里公民館（中里庁舎

内☎763-2493）

読み聞かせの会「どんぐり」

「おはなしのへや」
日20日㈯午前10時30分〜11

時10分
対幼児〜小学３年生くらい
会・問情報館（☎750-5100）

おはなしぴよぴよ

日６日㈯・13日㈯・27日㈯

午前10時30分〜11時
対乳幼児とその保護者

「おはなしぴよぴよクリスマ

ススペシャル」
日21日㈰午後２時〜３時
対幼児〜小学生
会・問情報館（☎750-5100）

おはなし「たまてばこ」

日11日㈭午前10時〜11時
対乳幼児とその保護者
会・問情報館（☎750-5100）

おはなしたんぽぽ

日13日㈯午前10時30分〜11

時、午後１時30分〜２時
対午前：乳幼児、午後：小学

校低学年
会・問松代分室（☎597-2615）

アドベンチャースクール

「キッズ健康教室〜体に優し

い料理を覚えよう！〜」
日６日㈯午前９時〜正午
会・問中央公民館（☎757-5011）

ボーイスカウト

「歳末助け合い慈善鍋共同募

金」
日28日㈰
会市内
問根津（☎757-5077）

離乳食教室 10月の３歳児健診を受けた子33人むし歯のないよい歯の子
よい歯の子 住　所 保護者 よい歯の子 住　所 保護者〔離乳のはじめてコース〕

日12月10日㈬
対３か月～５か月児
〔ステップアップコース〕
日12月24日㈬
対７か月～９か月児
●受付＝午前９時45分～10時
※直接会場へおいでください
会十日町保健センター（市役所隣）
持母子健康手帳・筆記用具
問健康支援課母子保健係

　☎757-9759

子ども情報のひろば
12月の乳幼児相談

問子育て支援課子育て支援係　☎757-3719

問健康支援課母子保健係　☎757-9759

〔健康相談〕

※家庭相談員による相談のため、身体計測は行いません

〔育児相談〕

16日㈫
十日町 子育て支援センター「くるる」
午前10時～11時30分・午後は予約制

（要事前連絡）

12月の乳幼児健診
●会　場＝十日町保健センター（市役所隣）
●持ち物＝母子健康手帳・問診票・フッ化物歯面塗
布希望確認票（１歳６か月児）・視聴覚アンケー
ト（３歳６か月児）・着替え・おむつなど

※３歳６か月児健診は事前に検査セットを送りま
す。届かない人は母子保健係へ連絡してください

※２歳６か月児の歯科健診は親子健診です。保護者
も歯みがきをしてきましょう

問健康支援課母子保健係　☎757-9759

事 業 名 期  日 受 付 時 間 対 象 児

４か月児
健診 24日㈬ 午後１時

　～１時30分
26年８月
生まれの乳児

10か月児
身体測定 25日㈭ 午前９時

　～９時30分
26年２月
生まれの乳児

１歳６か月児
健診 17日㈬ 午後１時

　～１時30分
25年６月
生まれの幼児

２歳６か月児
身体測定 17日㈬ 午前９時

　～９時30分
24年６月
生まれの幼児

３歳６か月児
健診 16日㈫ 午後１時

　～１時30分
23年６月
生まれの幼児

大 嶋 康
や す ひ と

仁 （本町西１） 俊頼

丸 山 友
ゆ う な

奈（高田町３南） 弦

湯 本 翔
し ょ う き

希（稲荷町３本通り） 拓郎

蕪 木 咲
さ く ら

楽 （西本町２） 良太

髙 井 優
ゆ

夢
む

（学校町１） 千晶

大 津 太
た ろ う

朗 （田川町１） 潤

斉 藤 結
ゆ い と

人 （島） 正人

池 田 絢
あ や さ

咲 （寿町４） 正直

佐 藤 風
か

己
こ

（寿町４） 昇平

越 井 颯
そ う た

太 （新座３） 洋介

小 林 つ ば さ（新座４-２） 正男

井 沢 帆
ほ の か

花（四日町新田２） 努

※保護者の承諾を得て掲載しています

樋 口 　 響
なり

（中町） 泰範

遠 田 宗
そ う す け

佑（川治上町１） 紀史

小 林 真
ま り ん

凜 （錦町１） 一輝

樋 熊 琉
り 　 お

桜 （河内町） 大樹

関 　 ま ど か （上新田３） 和矢

長 谷 川 真
まさちか

及 （上新田４） 真利

丸 山 未
み

来
き

弥
や

（水沢２） 留美

上 村 円
ま ど か

華 （土市１） ゆりえ

村 越 結
ゆ う た

太（発電所通り東）広太郎

須 藤 柚
ゆ

子
ず

（中屋敷） 篤史

小 林 剛
た け る

瑠 （田中） 博樹

熱 田 小
こ な み

波 （田中） 省三郎



◆ 健康・福祉の相談
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 健康相談（保健師による相談）

《12月１日㈪・15日㈪》

午前９時30分〜11時30分
会十日町保健センター（市役所隣）

《12月９日㈫》

午前９時〜11時
会川西庁舎

《12月11日㈭》

午前９時30分〜11時30分
会吉田公民館

《12月15日㈪》

午前９時〜11時30分
会中里・松代庁舎

午前９時〜11時
会松之山庁舎

《12月19日㈮》

午前９時30分〜11時30分
会下条・中条・水沢公民館
問健康支援課成人保健係（☎757-

9764）または各支所市民課

 こころの健康相談

　不眠・不安・意欲の低下などの

悩みを、本人でも家族でも無料で

相談できます。※要予約
日12月９日㈫午後６時〜８時
会十日町保健センター

●医師＝山下医師（山下メンタル

クリニック）
申・問健康支援課成人保健係（☎

757-9764） 

 臨床心理士こころの相談会

　人間関係や家庭問題などの悩み

を無料で相談できます。※要予約
日12月５日㈮午後１時〜３時
会十日町保健センター（市役所隣）
申・問健康支援課成人保健係 （☎

757-9764）

 遺族の集いと健康相談
日12月２日㈫午後２時〜３時30分
会松代病院

申・問十日町地域振興局健康福祉

部地域保健課（☎757-2402） 

 もの忘れ相談会
日12月９日㈫午後２時〜３時
会中里支所
申・問福祉課おとしより相談係

（☎757-9758）

 手話奉仕員窓口配置
日12月８日㈪・17日㈬午前11時

〜午後３時

●場所・問福祉課（☎757-3782）

 行政相談

《12月２日㈫》

　午前10時〜正午
会社協松代庁舎

《12月12日㈮》

　午前10時〜正午
会本庁相談室

《12月17日㈬》

　午後１時30分〜３時30分
会はあとふる川西
問市民生活課市民年金係（☎757-

3116）

 法律相談
日12月４日㈭・11日㈭・18日㈭・

午後１時30分〜４時

会本庁相談室
申・問市民生活課市民年金係（☎

757-3116）※要予約

 人権相談

《12月２日㈫》

午前10時〜正午
会仙田体験交流館・社協松代支所

《12月３日㈬》

午後１時〜３時
会吉田公民館
問市民生活課市民年金係（☎757-

3116）

 定例年金相談
日12月11日㈭・25日㈭午前10時

〜正午、午後１時〜３時

会クロステン
申・問日本年金機構六日町年金事務

所（☎025-716-0802）※要予約 

 多重債務相談
日12月10日㈬午後１時30分〜４

時30分※８日㈪までに要予約
会本庁相談室
内借金トラブル
問市消費生活相談窓口（☎757-3740）

 心配ごと相談
日12月４日㈭・11日㈭・18日㈭・

25日㈭午後１時30分〜４時
会社会福祉協議会本所
他川西・中里・松代・松之山は随時受付
問社会福祉協議会（☎750-5010） 

◆ そのほかの相談 消費生活相談・ 教育相談（青少年）・女性相談専用電話は21ページをご覧ください

期　日 医療機関名 住　所 電話番号

７日㈰
国保川西診療所 高原田（川西） 768-2034

大熊内科医院 山本町１（十日町） 752-7066

14日㈰
国保川西診療所 高原田（川西） 768-2034

たかき医院 土市５（十日町） 757-2361

21日㈰
国保川西診療所 高原田（川西） 768-2034

池田医院 本町西１（十日町） 752-2581

23日（火・祝）
小林内科医院 中条中町（十日町） 752-7155

上村病院 田中（中里） 763-2111

28日㈰
国保川西診療所 高原田（川西） 768-2034

津南病院 大割野（津南） 765-3161

30日㈫ 国保川西診療所 高原田（川西） 768-2034

31日㈬ 国保川西診療所 高原田（川西） 768-2034

●診察受付時間：午前８時30分〜午後４時30分
※午後の診察開始時間は各医療機関に問い合わせてください

12月の休日救急医

　休日救急診療は、国保川西診療所での休日救急診療センター
　と在宅当番医制を併用して行っています。

※NHKデータ放送でも確認できます

問健康支援課成人保健係（☎757-9764）

・休日や祝日に急な発熱などで具合が悪くなったとき

は、休日救急医にかかりましょう

・保険証を忘れずにお持ちください
 健康相談（電話による相談）

 とおかまち健康ダイヤル24
 ☎0120-108-221（市民専用）
 医師・看護師などが24時間年中
 無休、無料で相談に応じます。
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